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能
力
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揮
が

豊
か
な
日
本
を
創
る
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世
紀
の
重
要
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課
題
の
１
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に
、
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の
人
権
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尊
重
し
合
い
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
協

働
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豊
か
な
活
力
あ
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社
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を
実
現
す
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
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、
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が
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に
進
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れ
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な
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ま
し
た
。「
基
本
法
」制
定
直
後
か

ら
、
国
立
大
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で
も
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の

体
制
と
し
て「
室
」や「
機
構
」や「
委
員
会
」な
ど
を
設
置

し
、
教
職
員
・
学
生
の
意
識
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

就
業
・
学
修
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
り
教
職
員
・
学
生

の
女
性
比
率
の
向
上
に
努
め
る
な
ど
し
て
、
成
果
を
着

実
に
挙
げ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
国
立
大
学
協
会
で
は
、
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１
１
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２
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に
、「
国
立

大
学
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て―

ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン―

」を
策
定
し
、
達
成
目
標
を
示
す
な

ど
各
大
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で
の
取
組
の
促
進
を
図
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ま
し
た
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に
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８
月「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

の
推
進
に
関
す
る
法
律（
女
性
活
躍
推
進
法
）」が
成
立

し
、
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
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、
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大
協
で
も
今
後
５
年
間
を
見
通
し
た
新
た
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
各
大
学
で
達
成
し
て
い
く

こ
と
を
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

　
本
号
で
は
、
女
性
の
活
躍
推
進

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
大

学
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

京
都
教
育
大
学
長
　
位
藤
紀
美
子

3571113

国 大 協 T O P I C S

入試改革

地方創生

教育改革

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

　
２
０
１
６
年
１
月
18
日
、
国
立
大
学
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
推
進
を
促
す
た
め
、「
国
立
大
学
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て ―

ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン（
２
０
１
６
年
度
〜
２
０
２
０
年
度
）―

」
を
策

定
し
ま
し
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
２
０
２

０
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５
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（注2）86の全国立大学を対象。
（出所）国立大学協会教育・研究委員会男女共同参画小委員会『国立大学における
男女共同参画推進の実施に関する第12回追跡調査報告書』（2015年12月）より
国立大学協会事務局作成

　国立大学では、男女共同参画推進を促すために様々な取組を展
開している。「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する
第12回追跡調査報告書」によれば、ほとんどの国立大学では、育
児・介護等の両立を支援するための「研究継続支援制度」を設け、
女性教員の比率は、着実に増加している。 
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（出所）国立大学協会教育・研究委員会男女共同参画小委員会『国立大学における
男女共同参画推進の実施に関する第12回追跡調査報告書』（2015年12月）より
国立大学協会事務局作成

　国立大学では、男女共同参画推進を促すために様々な取組を展
開している。「国立大学における男女共同参画推進の実施に関する
第12回追跡調査報告書」によれば、ほとんどの国立大学では、育
児・介護等の両立を支援するための「研究継続支援制度」を設け、
女性教員の比率は、着実に増加している。 
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（注1）本データは、文部科学省「学校基本調査」（各年版）に基づく。
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名古屋
工業大学

Episode 1

【特集】女性の活躍── 名古屋工業大学

【特集】 女性の活躍
女性研究者の眠れる英知を社会に復権。

「OG人財バンクi-net」で
男性偏重の工学分野に新風を吹き込む。

　

人
材
育
成
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
女
子
学
生
を

立
派
な
技
術
者
に
育
て
て
社
会
に
送
り
出
す
こ
と

を
重
要
課
題
に
、
労
働
環
境
の
整
備
や
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
活

動
の
中
か
ら
考
え
ら
れ
た
の
が
O
G
人
財
バ
ン
ク

“
i-

n
e
t
”
だ
。
藤
岡
セ
ン
タ
ー
長
は
こ
う
続
け
る
。

　
「
以
前
か
ら
研
究
支
援
制
度
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

女
性
研
究
者
の
支
援
に
特
化
し
て
始
動
し
た
の
が

O
G
人
財
バ
ン
ク
で
、
最
大
の
特
徴
は
本
学
の
卒
業

生
が
対
象
と
い
う
点
で
す
。
本
学
は
も
の
づ
く
り
が

活
発
な
東
海
エ
リ
ア
で
、
歴
史
と
規
模
に
お
い
て
随

一
の
国
立
工
学
系
大
学
と
い
う
こ
と
で
、
優
秀
な
人

材
を
輩
出
す
る
こ
と
は
最
大
の
使
命
で
す
。
そ
れ
に

は
男
女
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
女
子
学
生
は

本
学
を
卒
業
し
て
就
職
し
て
も
、出
産
や
子
育
て
な
ど

で
離
職
す
る
と
、大
学
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
活
か
し
た

再
就
職
は
難
し
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
大
学
院

を
出
た
り
、
論
文
を
読
め
る
よ
う
な
優
秀
な
O
G
の

研
究
支
援
員
は
、
先
生
方
に
と
っ
て
即
戦
力
と
し
て

重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、研
究
職
や
技
術
職
に
復

職
で
き
ず
に
や
き
も
き
し
て
い
た
彼
女
た
ち
に
と
っ

て
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
」

　

丹
精
込
め
て
育
て
、
鍛
え
上
げ
た
卒
業
生
を
も
う

一
度
社
会
に
還
元
す
る
と
い
う
の
は
、
非
常
に
意
味

が
あ
る
と
藤
岡
セ
ン
タ
ー
長
は
語
る
。

　

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
統
括

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
乙
部
由
子
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

　
「
女
性
教
員
の
研
究
補
助
が
メ
イ
ン
で
す
。
実
験
系

と
情
報
系
で
は
必
要
と
さ
れ
る
支
援
内
容
は
異
な
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。
新
規
卒

業
生
や
現
在
活
躍
中
の
O
G
に
も
登
録
を
推
奨
し
た

い
。
講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
社
会
的
な
意
義
も
含

め
て
様
々
に
協
調
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
内
で
の
研
究
者
支
援
、
男
女
共
同
参
画
が
進
む

の
が
一
番
で
す
が
、
他
大
学
や
市
町
村
と
連
携
し
た

支
援
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
た
い
。
た
と
え
ば
市
町
村

か
ら
リ
ケ
ジ
ョ
関
係
の
セ
ミ
ナ
ー
の
要
望
が
あ
っ
た

時
に
、
名
工
大
の
O
G
人
財
バ
ン
ク
か
ら
す
ぐ
講
師

を
派
遣
し
た
り
。
そ
う
い
う
の
が
理
想
で
す
ね
」

　

実
際
に
O
G
人
財
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
い
る
工
学

研
究
科
助
教
の
武
藤
敦
子
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

　
「
生
物
の
進
化
過
程
や
人
の
行
動
を
研
究
し
て
い
ま

す
が
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
作
業
能
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

研
究
支
援
員
の
坂
田
さ
ん
の
一
言
が
研
究
室
の
男
子

学
生
と
は
異
な
る
柔
ら
か
な
視
点
で
、
ア
イ
デ
ア
を

も
ら
っ
た
り
、
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

以
前
と
比
べ
て
研
究
の
進
み
方
や
論
文
の
ペ
ー
ス

が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
。
研
究
支
援
員

の
坂
田
美
和
さ
ん
は
研
究
の
現
場
に
復
帰
で
き
た
こ

と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
と
語
り
、
こ
う
続
け
る
。

　
「
名
工
大
卒
で
す
の
で
、
歩
ん
で
き
た
道
が
同
じ
と

い
う
こ
と
で
気
持
ち
が
共
有
で
き
る
の
か
と
思
い
ま

す
。
女
性
同
士
な
の
で
考
え
方
の
面
で
も
う
ま
く
サ

ポ
ー
ト
で
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

O
G
へ
の
手
厚
い
ケ
ア
が
大
学
自
体
の
価
値
の
底

上
げ
に
繋
が
っ
て
い
る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
裾

野
拡
大
の
重
要
性
を
藤
岡
セ
ン
タ
ー
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
女
子
は
、
医
学
や
薬
学
に
関
心
は
あ
っ
て
も
工

学
に
あ
ま
り
目
を
向
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
女
子
だ

け
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
、
活
躍
中
の
O
G
を

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
色
々
な
形
で
P
R
し
て
い
ま

す
。
人
材
育
成
は
修
学
中
の
女
子
学
生
に
限
り
ま
せ

ん
。
中
高
生
に
も『
工
学
女
子
っ
て
楽
し
い
！
』と
思
っ

て
も
ら
い
た
い
。
理
工
系
は
得
意
だ
け
れ
ど
、
親
も

先
生
も
勧
め
な
い
…
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
変
え

て
い
か
な
い
と
。
入
学
か
ら
卒
業
が
入
口
・
出
口
だ

と
す
れ
ば
、
も
っ
と
遡
っ
て
入
る
前
、
出
た
後
の
こ

と
ま
で
考
え
て
ケ
ア
し
て
い
か
な
い
と
人
材
育
成
は

進
ま
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

理
系
の
女
性
の
人
材
は
埋
も
れ
て
い
て
、
な
か
な

か
顔
が
見
え
な
い
の
が
現
状
。
そ
う
し
た
彼
女
た
ち

を
前
面
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
連
鎖
的
に
人
材

が
発
掘
さ
れ
、
女
性
技
術
者
・
研
究
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
地
域
の
雇
用
創
出
の

た
め
、
名
古
屋
市
と
共
同
で
開
講
し
た
「
女
性
技
術

者
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
も
大
成
功
を
収
め
た
と
い
う
。

　

企
業
と
共
同
で
学
び
の
場
を
持
つ
こ
と
で
企
業
も

変
わ
る
。
某
大
手
企
業
か
ら
は
男
性
の
意
識
改
革
に

つ
い
て
の
デ
ー
タ
提
供
を
受
け
、
分
析
依
頼
も
舞
い

込
ん
で
い
る
と
も
藤
岡
セ
ン
タ
ー
長
は
語
る
。

　

も
の
づ
く
り
は
我
が
国
の
基
幹
産
業
だ
。
そ
の
礎

に
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
輩
出
す
る
名
古
屋
工
業
大

学
。
も
の
づ
く
り
に
は
豊
か
な
発
想
と
知
見
が
要
求

さ
れ
る
。
そ
の
基
本
と
な
る
の
は
人
で
あ
り
知
力
。

そ
の
先
に
未
来
が
あ
る
。
大
学
が
憲
章
に
掲
げ
る
「
ひ

と
づ
く
り
」
と
い
う
観
点
こ
そ
が
、
も
の
づ
く
り
日

本
一
を
冠
す
る
東
海
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
自
由
か
つ

聡
明
な
研
究
者
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
源
泉
と
い

え
よ
う
。
男
性
偏
重
の
工
学
分
野
に
新
風
を
吹
き
込

む
同
大
学
は
、
も
の
づ
く
り
日
本
の
未
来
を
切
り
拓

く
牽
引
車
と
し
て
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

も
の
づ
く
り
日
本
一
の
東
海
エ
リ
ア
で

女
性
研
究
者
の
ス
テ
ー
タ
ス
向
上
に
本
腰

優
秀
な
人
材
輩
出
を
使
命
と
し
て
始
動
し
た

O
G
人
財
バ
ン
ク“
i-

n
e
t
”

ひ
と
づ
く
り
こ
そ
が
工
学
の
英
知
を
育
み

未
来
を
切
り
拓
く
源
泉

　

国
力
の
維
持
・
向
上
と
い
う
観
点
に
お
い
て
人
材

の
育
成
は
生
命
線
だ
。
技
術
立
国
で
あ
る
日
本
は
、

科
学
技
術
分
野
で
は
な
お
の
こ
と
無
視
で
き
な
い
問

題
と
い
え
る
。
先
頃
、
安
倍
首
相
自
ら
女
性
研
究
者

へ
の
支
援
を
強
化
す
る
方
針
を
示
し
た
よ
う
に
、
今
、

欧
米
諸
国
に
比
べ
我
が
国
の
研
究
者
の
女
性
割
合
が

著
し
く
低
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
多
様
性

が
求
め
ら
れ
る
社
会
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
推

進
は
、
将
来
を
左
右
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　

自
動
車
を
筆
頭
に
工
作
機
械
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ナ
ノ

テ
ク
、
航
空
宇
宙
ま
で
、
工
学
分
野
・
製
造
業
に
お

け
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
が
居
並
ぶ
愛

知
県
。「
も
の
づ
く
り　

ひ
と
づ
く
り　

未
来
づ
く
り
」

と
い
う
教
育
理
念
の
も
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
「
実
践
的
工
学
エ
リ
ー
ト
の
育
成
」
を
目
指
す
名

古
屋
工
業
大
学
が
力
を
注
ぐ
の
が
、
女
性
研
究
者
へ

の
活
動
支
援
だ
。
そ
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
「
O
G

人
財
バ
ン
ク“
i-

n
e
t
”」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

中
核
と
な
る
の
は
文
部
科
学
省
の
採
択
を
受
け
て
設

置
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」
。
同
セ

ン
タ
ー
の
藤
岡
伸
子
セ
ン
タ
ー
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
工
学
と
は
、
最
終
的
に
は
社
会
に
モ
ノ
と
し
て
還

元
し
て
い
く
分
野
の
学
問
。
も
の
づ
く
り
に
直
接
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
半
数
が
女
性
の
世
の
中
に
お
い

て
、
研
究
者
・
技
術
者
の
ほ
と
ん
ど
が
男
性
と
い
う

の
は
お
か
し
い
で
す
よ
ね
。
工
学
の
世
界
で
も
新
た

な
視
点
、
男
女
と
も
に
包
含
で
き
る
よ
う
な
多
様
性

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う
な
男
性
視

点
だ
け
で
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
と

い
う
意
識
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
」

乙部由子
（男女共同参画推進センター
 統括コーディネーター）
金城学院大学大学院文学研究科
社会学専攻博士後期課程単位取
得満期退学。専門はジェンダー、
産業社会学。ジェンダーの研究
者として藤岡センター長を補佐。

藤岡伸子
（男女共同参画推進センター長／
  学長特別補佐）
東京大学大学院総合文化研究科博士前期課
程修了。専門は美学・美術史、デザイン史・
意匠。名古屋工業大学建築・デザイン工学
科教授。自らの柔軟な視点を活かし、男女
共同参画を推進。

坂田美和さん
（OG人財バンク登録者）
名工大工学部卒。元プログ
ラマー。育児に余裕ができ、
”i-net”に登録。スキルを活か
し、女性研究者をサポート。

武藤敦子さん
（大学院工学研究科助教）
名工大工学部卒。専門は人
工知能、人工生命。研究支
援員の協力で、家庭と大学
の研究を両立。

ライフイベント等で
第一線から
退いている女性

採用
したい

仕事を
依頼
したい

結婚出産・育児専門スキル以外の仕事

名古屋工業大学の女性卒業生

Skill

OG人財バンク “i-net”

OGデータベース

ロールモデル再チャレンジと交流機会の創出

再就職
したい

転職
したい

スキル
アップ
したい

キャリア
アップ
したい

キャリアサポート 求人ニーズ

研究支援員
を利用
したい

研究者企業
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工業大学
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【特集】女性の活躍── 名古屋工業大学

【特集】 女性の活躍
女性研究者の眠れる英知を社会に復権。

「OG人財バンクi-net」で
男性偏重の工学分野に新風を吹き込む。

　

人
材
育
成
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
女
子
学
生
を

立
派
な
技
術
者
に
育
て
て
社
会
に
送
り
出
す
こ
と

を
重
要
課
題
に
、
労
働
環
境
の
整
備
や
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
活

動
の
中
か
ら
考
え
ら
れ
た
の
が
O
G
人
財
バ
ン
ク

“
i-

n
e
t
”
だ
。
藤
岡
セ
ン
タ
ー
長
は
こ
う
続
け
る
。

　
「
以
前
か
ら
研
究
支
援
制
度
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

女
性
研
究
者
の
支
援
に
特
化
し
て
始
動
し
た
の
が

O
G
人
財
バ
ン
ク
で
、
最
大
の
特
徴
は
本
学
の
卒
業

生
が
対
象
と
い
う
点
で
す
。
本
学
は
も
の
づ
く
り
が

活
発
な
東
海
エ
リ
ア
で
、
歴
史
と
規
模
に
お
い
て
随

一
の
国
立
工
学
系
大
学
と
い
う
こ
と
で
、
優
秀
な
人

材
を
輩
出
す
る
こ
と
は
最
大
の
使
命
で
す
。
そ
れ
に

は
男
女
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
女
子
学
生
は

本
学
を
卒
業
し
て
就
職
し
て
も
、出
産
や
子
育
て
な
ど

で
離
職
す
る
と
、大
学
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
活
か
し
た

再
就
職
は
難
し
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
大
学
院

を
出
た
り
、
論
文
を
読
め
る
よ
う
な
優
秀
な
O
G
の

研
究
支
援
員
は
、
先
生
方
に
と
っ
て
即
戦
力
と
し
て

重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、研
究
職
や
技
術
職
に
復

職
で
き
ず
に
や
き
も
き
し
て
い
た
彼
女
た
ち
に
と
っ

て
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
」

　

丹
精
込
め
て
育
て
、
鍛
え
上
げ
た
卒
業
生
を
も
う

一
度
社
会
に
還
元
す
る
と
い
う
の
は
、
非
常
に
意
味

が
あ
る
と
藤
岡
セ
ン
タ
ー
長
は
語
る
。

　

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
統
括

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
乙
部
由
子
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

　
「
女
性
教
員
の
研
究
補
助
が
メ
イ
ン
で
す
。
実
験
系

と
情
報
系
で
は
必
要
と
さ
れ
る
支
援
内
容
は
異
な
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。
新
規
卒

業
生
や
現
在
活
躍
中
の
O
G
に
も
登
録
を
推
奨
し
た

い
。
講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
社
会
的
な
意
義
も
含

め
て
様
々
に
協
調
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
内
で
の
研
究
者
支
援
、
男
女
共
同
参
画
が
進
む

の
が
一
番
で
す
が
、
他
大
学
や
市
町
村
と
連
携
し
た

支
援
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
た
い
。
た
と
え
ば
市
町
村

か
ら
リ
ケ
ジ
ョ
関
係
の
セ
ミ
ナ
ー
の
要
望
が
あ
っ
た

時
に
、
名
工
大
の
O
G
人
財
バ
ン
ク
か
ら
す
ぐ
講
師

を
派
遣
し
た
り
。
そ
う
い
う
の
が
理
想
で
す
ね
」

　

実
際
に
O
G
人
財
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
い
る
工
学

研
究
科
助
教
の
武
藤
敦
子
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

　
「
生
物
の
進
化
過
程
や
人
の
行
動
を
研
究
し
て
い
ま

す
が
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
作
業
能
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

研
究
支
援
員
の
坂
田
さ
ん
の
一
言
が
研
究
室
の
男
子

学
生
と
は
異
な
る
柔
ら
か
な
視
点
で
、
ア
イ
デ
ア
を

も
ら
っ
た
り
、
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

以
前
と
比
べ
て
研
究
の
進
み
方
や
論
文
の
ペ
ー
ス

が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
。
研
究
支
援
員

の
坂
田
美
和
さ
ん
は
研
究
の
現
場
に
復
帰
で
き
た
こ

と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
と
語
り
、
こ
う
続
け
る
。

　
「
名
工
大
卒
で
す
の
で
、
歩
ん
で
き
た
道
が
同
じ
と

い
う
こ
と
で
気
持
ち
が
共
有
で
き
る
の
か
と
思
い
ま

す
。
女
性
同
士
な
の
で
考
え
方
の
面
で
も
う
ま
く
サ

ポ
ー
ト
で
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

O
G
へ
の
手
厚
い
ケ
ア
が
大
学
自
体
の
価
値
の
底

上
げ
に
繋
が
っ
て
い
る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
裾

野
拡
大
の
重
要
性
を
藤
岡
セ
ン
タ
ー
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
女
子
は
、
医
学
や
薬
学
に
関
心
は
あ
っ
て
も
工

学
に
あ
ま
り
目
を
向
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
女
子
だ

け
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
、
活
躍
中
の
O
G
を

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
色
々
な
形
で
P
R
し
て
い
ま

す
。
人
材
育
成
は
修
学
中
の
女
子
学
生
に
限
り
ま
せ

ん
。
中
高
生
に
も『
工
学
女
子
っ
て
楽
し
い
！
』と
思
っ

て
も
ら
い
た
い
。
理
工
系
は
得
意
だ
け
れ
ど
、
親
も

先
生
も
勧
め
な
い
…
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
変
え

て
い
か
な
い
と
。
入
学
か
ら
卒
業
が
入
口
・
出
口
だ

と
す
れ
ば
、
も
っ
と
遡
っ
て
入
る
前
、
出
た
後
の
こ

と
ま
で
考
え
て
ケ
ア
し
て
い
か
な
い
と
人
材
育
成
は

進
ま
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

理
系
の
女
性
の
人
材
は
埋
も
れ
て
い
て
、
な
か
な

か
顔
が
見
え
な
い
の
が
現
状
。
そ
う
し
た
彼
女
た
ち

を
前
面
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
連
鎖
的
に
人
材

が
発
掘
さ
れ
、
女
性
技
術
者
・
研
究
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
地
域
の
雇
用
創
出
の

た
め
、
名
古
屋
市
と
共
同
で
開
講
し
た
「
女
性
技
術

者
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
も
大
成
功
を
収
め
た
と
い
う
。

　

企
業
と
共
同
で
学
び
の
場
を
持
つ
こ
と
で
企
業
も

変
わ
る
。
某
大
手
企
業
か
ら
は
男
性
の
意
識
改
革
に

つ
い
て
の
デ
ー
タ
提
供
を
受
け
、
分
析
依
頼
も
舞
い

込
ん
で
い
る
と
も
藤
岡
セ
ン
タ
ー
長
は
語
る
。

　

も
の
づ
く
り
は
我
が
国
の
基
幹
産
業
だ
。
そ
の
礎

に
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
輩
出
す
る
名
古
屋
工
業
大

学
。
も
の
づ
く
り
に
は
豊
か
な
発
想
と
知
見
が
要
求

さ
れ
る
。
そ
の
基
本
と
な
る
の
は
人
で
あ
り
知
力
。

そ
の
先
に
未
来
が
あ
る
。
大
学
が
憲
章
に
掲
げ
る
「
ひ

と
づ
く
り
」
と
い
う
観
点
こ
そ
が
、
も
の
づ
く
り
日

本
一
を
冠
す
る
東
海
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
自
由
か
つ

聡
明
な
研
究
者
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
源
泉
と
い

え
よ
う
。
男
性
偏
重
の
工
学
分
野
に
新
風
を
吹
き
込

む
同
大
学
は
、
も
の
づ
く
り
日
本
の
未
来
を
切
り
拓

く
牽
引
車
と
し
て
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

も
の
づ
く
り
日
本
一
の
東
海
エ
リ
ア
で

女
性
研
究
者
の
ス
テ
ー
タ
ス
向
上
に
本
腰

優
秀
な
人
材
輩
出
を
使
命
と
し
て
始
動
し
た

O
G
人
財
バ
ン
ク“
i-

n
e
t
”

ひ
と
づ
く
り
こ
そ
が
工
学
の
英
知
を
育
み

未
来
を
切
り
拓
く
源
泉

　

国
力
の
維
持
・
向
上
と
い
う
観
点
に
お
い
て
人
材

の
育
成
は
生
命
線
だ
。
技
術
立
国
で
あ
る
日
本
は
、

科
学
技
術
分
野
で
は
な
お
の
こ
と
無
視
で
き
な
い
問

題
と
い
え
る
。
先
頃
、
安
倍
首
相
自
ら
女
性
研
究
者

へ
の
支
援
を
強
化
す
る
方
針
を
示
し
た
よ
う
に
、
今
、

欧
米
諸
国
に
比
べ
我
が
国
の
研
究
者
の
女
性
割
合
が

著
し
く
低
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
多
様
性

が
求
め
ら
れ
る
社
会
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
推

進
は
、
将
来
を
左
右
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　

自
動
車
を
筆
頭
に
工
作
機
械
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
ナ
ノ

テ
ク
、
航
空
宇
宙
ま
で
、
工
学
分
野
・
製
造
業
に
お

け
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
が
居
並
ぶ
愛

知
県
。「
も
の
づ
く
り　

ひ
と
づ
く
り　

未
来
づ
く
り
」

と
い
う
教
育
理
念
の
も
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
「
実
践
的
工
学
エ
リ
ー
ト
の
育
成
」
を
目
指
す
名

古
屋
工
業
大
学
が
力
を
注
ぐ
の
が
、
女
性
研
究
者
へ

の
活
動
支
援
だ
。
そ
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
「
O
G

人
財
バ
ン
ク“
i-

n
e
t
”」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

中
核
と
な
る
の
は
文
部
科
学
省
の
採
択
を
受
け
て
設

置
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」
。
同
セ

ン
タ
ー
の
藤
岡
伸
子
セ
ン
タ
ー
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
工
学
と
は
、
最
終
的
に
は
社
会
に
モ
ノ
と
し
て
還

元
し
て
い
く
分
野
の
学
問
。
も
の
づ
く
り
に
直
接
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
半
数
が
女
性
の
世
の
中
に
お
い

て
、
研
究
者
・
技
術
者
の
ほ
と
ん
ど
が
男
性
と
い
う

の
は
お
か
し
い
で
す
よ
ね
。
工
学
の
世
界
で
も
新
た

な
視
点
、
男
女
と
も
に
包
含
で
き
る
よ
う
な
多
様
性

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う
な
男
性
視

点
だ
け
で
は
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
と

い
う
意
識
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
」

乙部由子
（男女共同参画推進センター
 統括コーディネーター）
金城学院大学大学院文学研究科
社会学専攻博士後期課程単位取
得満期退学。専門はジェンダー、
産業社会学。ジェンダーの研究
者として藤岡センター長を補佐。

藤岡伸子
（男女共同参画推進センター長／
  学長特別補佐）
東京大学大学院総合文化研究科博士前期課
程修了。専門は美学・美術史、デザイン史・
意匠。名古屋工業大学建築・デザイン工学
科教授。自らの柔軟な視点を活かし、男女
共同参画を推進。

坂田美和さん
（OG人財バンク登録者）
名工大工学部卒。元プログ
ラマー。育児に余裕ができ、
”i-net”に登録。スキルを活か
し、女性研究者をサポート。

武藤敦子さん
（大学院工学研究科助教）
名工大工学部卒。専門は人
工知能、人工生命。研究支
援員の協力で、家庭と大学
の研究を両立。

ライフイベント等で
第一線から
退いている女性

採用
したい

仕事を
依頼
したい

結婚出産・育児専門スキル以外の仕事

名古屋工業大学の女性卒業生

Skill

OG人財バンク “i-net”

OGデータベース

ロールモデル再チャレンジと交流機会の創出

再就職
したい

転職
したい

スキル
アップ
したい

キャリア
アップ
したい

キャリアサポート 求人ニーズ

研究支援員
を利用
したい

研究者企業
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岩手大学
Episode 2

【特集】女性の活躍── 岩手大学

【特集】 女性の活躍
次代を拓く地域リーダー育成へ。
女性研究者の活動支援で、
地域の復興と創生を目指す。

　

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
中
断
は
女
性

に
と
っ
て
大
き
な
ハ
ン
デ
で
あ
り
、
大
学
も
例
外
で

は
な
い
。
女
性
教
員
比
率
の
引
き
上
げ
に
成
果
を
挙

げ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
菅
原
副
学
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
岩
手
大
学
は
農
学
部
と
工
学
部
の
教
員
が
多
い
の

で
、
女
性
教
員
比
率
が
極
端
に
低
い
の
で
す
。
し
か

し
女
子
学
生
の
割
合
は
約
半
数
と
い
う
い
び
つ
な
状

態
で
、
問
題
意
識
と
し
て
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
が
、
根
底
に
あ
り
ま
し
た
」

　

学
長
主
導
の
も
と
、
具
体
的
な
女
性
研
究
者
支
援

策
を
明
記
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
制
度

化
す
る
こ
と
で
全
学
一
体
の
取
組
と
し
て
機
能
し
、

女
性
教
員
比
率
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
う
。

　

具
体
策
の
１
つ
が
女
性
に
限
定
し
た
研
究
者
公
募
。

女
性
の
み
を
限
定
採
用
す
る
の
は
並
大
抵
で
は
な
い
。

学
内
の
意
識
改
革
に
は
時
間
を
要
し
た
と
い
う
。

　
「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
中
断
が
問
題
だ
と
い
う
こ
と
は
、

一
般
論
と
し
て
は
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
の
で
す
が
、

役
員
や
男
性
教
授
陣
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
大
変

で
し
た
。
で
も
大
き
な
お
腹
で
毎
日
通
う
女
性
教
員

が
目
の
前
で
産
休
の
不
安
に
つ
い
て
話
せ
ば
、
男
性

も
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
く
れ
る
の
で
す
」

　

そ
れ
を
後
押
し
す
る
の
が
同
大
学
独
自
の
取
組
で

あ
る
「
両
住
ま
い
手
当
」
制
度
。
女
性
研
究
者
は
単

身
赴
任
が
多
い
。
赴
任
か
ら
３
年
間
、
双
方
を
往
復

で
き
る
程
度
の
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
相
互
の

キ
ャ
リ
ア
を
応
援
す
る
。
子
育
て
と
研
究
を
両
立
・

継
続
す
る
女
性
研
究
者
が
出
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

来
春
か
ら
は
産
休
・
育
休
取
得
を
支
援
す
る
「
次
世

代
育
成
支
援
職
員
制
度
」
を
施
行
す
る
と
い
う
。

　
「
本
学
で
は
小
中
学
校
の
教
員
と
同
じ
よ
う
に
産
休

の
時
点
で
代
替
支
援
の
教
員
を
入
れ
ま
す
。
支
援
は

学
期
の
開
始
に
合
わ
せ
る
の
で
引
き
継
ぎ
も
ス
ム
ー

ズ
で
す
。
お
そ
ら
く
こ
の
制
度
は
本
学
だ
け
で
し
ょ

う
。
す
で
に
試
行
済
み
で
す
が
、
制
度
化
す
る
こ
と

で
更
な
る
ア
ピ
ー
ル
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

着
実
に
意
識
改
革
を
進
め
、
学
内
の
保
育
所
設
置

の
検
討
な
ど
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
態
勢
を
敷
く
岩
手
大

学
。
女
性
研
究
者
の
研
究
力
向
上
と
い
う
面
で
は
研

究
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
の
大

学
や
研
究
機
関
の
拠
点
と
な
っ
て
「
共
同
研
究
ス
タ
ー

ト
支
援
」「
研
究
力
向
上
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」「
女
性
研

究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
」「
研
究
・
交
流
フ
ェ

ア
」
の
４
つ
を
軸
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

例
え
ば
、
共
同
研
究
の
１
つ
、「
土
壌
セ
ン
サ
ー
の

農
業
分
野
へ
の
実
用
化
に
つ
い
て
」
で
は
、
育
児
休

業
か
ら
復
帰
し
た
農
学
部
の
武
藤
由
子
講
師
と
岩
手

県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
藤
田
智
美
主
任
専
門
研
究

員
が
共
同
で
、
津
波
を
被
っ
た
土
の
塩
分
濃
度
の
減

衰
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
。
２
人
と
も
互
い
の
専
門
分
野

を
補
う
こ
と
で
研
究
の
幅
が
広
が
っ
た
と
話
す
。

　
「
研
究
力
向
上
支
援
セ
ミ
ナ
ー
は
研
究
計
画
の
立

て
方
や
プ
レ
ゼ
ン
の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
も
の
で
す
が
、

本
学
の
教
員
の
ほ
か
連
携
研
究
機
関
の
方
々
が
参
加

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
男
子
学
生
の
参
加
者
も
多
く
、

男
女
問
わ
ず
若
手
の
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
効

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
菅
原
副
学
長
。

　

ま
た
数
々
の
施
策
実
施
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
堀
久
美

准
教
授
は
「
女
性
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や

研
究
・
交
流
フ
ェ
ア
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

研
究
力
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

今
後
の
取
組
と
し
て
、
女
性
管
理
職
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
研
修
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
研
修
な
ど
を
地
域
貢
献
の
目
玉
と
し
て
投
入
し
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
も
弾
み
を
つ
け
た
い
と
い

う
。
ま
た
社
会
人
の
学
び
直
し
も
視
野
に
、
地
域
全

体
の
底
上
げ
に
も
全
力
で
取
り
組
む
予
定
だ
。

　

さ
ら
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
持
つ
学
生
の
育

成
も
大
学
の
使
命
と
捉
え
、
学
生
の
自
主
的
組
織
「
岩

手
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
学
生
委
員
会
」
を
設
置
。

そ
の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
良
い
意
味
で

学
内
の
空
気
が
変
わ
り
、
変
革
の
兆
し
が
見
え
始
め

た
岩
手
大
学
に
つ
い
て
、
菅
原
副
学
長
は
ど
の
よ
う

な
未
来
展
望
を
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
女
性
の
能
力
発
揮
が
岩
手
創
生
の
鍵
。
地
域
全
体

を
底
上
げ
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
本
学
の
使
命
だ

と
思
い
ま
す
。
経
済
的
に
あ
ま
り
恵
ま
れ
て
い
な
い

地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、『
豊
か
さ
』
は
ま
た
別
の
価

値
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
地
域
で
活

躍
す
る
こ
と
で
、
岩
手
県
全
体
が
楽
し
く
豊
か
な
地

域
に
成
長
し
て
い
く
。
そ
れ
に
は
女
性
が
輝
く
と
い

う
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
と

こ
ろ
に
本
学
は
貢
献
し
た
い
で
す
ね
」

　

よ
り
効
果
的
な
女
性
研
究
者
比
率
向
上
の
推
進
を

目
指
し
、「
岩
手
理
系
女
子
育
成
会
」
を
設
立
。
小
中

高
と
の
連
携
を
強
め
て
、
女
性
研
究
者
の
裾
野
拡
大

に
向
け
た
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。
男
女
共

同
参
画
推
進
は
、
我
が
国
の
科
学
技
術
分
野
発
展
に

直
結
す
る
鍵
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

　

岩
手
、
弘
前
、
秋
田
で
構
成
さ
れ
る
国
立
三
大
学

で
連
携
し
、
地
域
の「
豊
か
さ
」
創
出
に
向
け
て
突
き

進
む
岩
手
大
学
。
今
後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

女
性
研
究
者
支
援
を
軸
に

共
生
社
会
の
形
成
を
目
指
す

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
制
度
化
と

独
自
の
施
策
で
女
性
登
用
を
推
進

４
つ
の
軸
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
む

女
性
の
研
究
力
向
上
支
援

　

男
女
分
け
隔
て
な
く
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
分
野
へ
の
参
画
機
会
が
あ
る
こ
と
。
多
種
多

様
な
人
材
を
受
け
入
れ
る
社
会
形
成
の
実
現
こ
そ
、

我
が
国
の
未
来
を
切
り
拓
く
鍵
と
い
え
る
。

　

早
く
か
ら
女
性
研
究
者
の
支
援
を
軸
に
男
女
共
同

参
画
に
取
り
組
み
、
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
岩
手

大
学
。
さ
ら
な
る
女
性
の
活
躍
促
進
と
社
会
進
出
に

向
け
た
多
面
的
な
展
開
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

核
と
な
る
の
が
文
部
科
学
省
採
択
に
よ
る
女
性
研
究

者
研
究
活
動
支
援
事
業
（
拠
点
型
）「
い
わ
て
の
復
興

に
貢
献
す
る
女
性
研
究
者
支
援
」
だ
。
同
事
業
を
牽
引

し
て
き
た
男
女
共
同
参
画
推
進
室
長
の
菅
原
悦
子
副

学
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
推
進
室
で
は
、
２
０
０
８
年
の
開

設
以
来
、『
共
生
の
時
代
を
拓
く
、
い
わ
て
女
性
研
究

者
支
援
』
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
折

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
全
学
を
挙
げ
た
復
興

対
策
事
業
と
し
て
打
ち
出
し
た
の
が
『
い
わ
て
の
復

興
に
貢
献
す
る
女
性
研
究
者
支
援
』
な
の
で
す
」

　

男
女
共
同
参
画
事
業
で
培
っ
た
ス
タ
ン
ス
を
受
け

継
ぎ
、
こ
の
震
災
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で

き
る
の
か
。
被
災
地
を
回
る
中
で
、
岩
手
県
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
見
え
て
き
た
と
も
語
る
。

　
「
復
興
の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
な
ど
問
題
が
山
積

す
る
中
で
、
地
域
創
生
に
女
性
の
活
躍
は
重
要
で
す
。

地
方
大
学
と
し
て
の
立
ち
位
置
、
女
性
の
研
究
者
・

教
員
は
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
た
と
き
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
を
継
続
し
て
持
ち
う
る
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
こ
そ
が
復
興
や
地
域
創
生
に
貢
献
で
き
る
と
い
う

発
想
の
も
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
続
け
る
。

いわての復興に
貢献する

女性研究者支援

意識改革

研究力向上女性研究者の
裾野拡大

環境整備
両立支援

産前・産後
休暇取得
支援

共同研究
スタート支援

ポジティブ
アクション
経費制度

女性研究者
ネットワーク
支援

男女共同
参画推進

シンポジウム
セミナー
開催

次世代育成
サポーター

ロールモデル
講演会

藤田智美さん
（岩手県農業研究センター
主任専門研究員）植物研
究の知識を提供。

武藤 由子さん
（岩手大学農学部講師）
農林土木の知識を活かし、
研究に専念。

共同
研究

堀 久美
（男女共同参画推進室／
  准教授）
大阪府立大学大学院人間社会学研究
科修了。博士（人間科学）。専門はジェ
ンダー。男女共同参画推進室専任教員
として、数多くのセミナー、シンポジ
ウムに参加し菅原室長をサポート。

菅原 悦子
（男女共同参画推進室長／理事・副学長）
お茶の水女子大学大学院家政学研究科修
了。博士（学術）。専門は食物学。岩手大学
教育学部助手、講師、助教授、教授を務
め、2008年開設の男女共同参画推進室長
に就任。2010年より理事・副学長に就任
し、女性の地位向上に尽力。
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岩手大学
Episode 2

【特集】女性の活躍── 岩手大学

【特集】 女性の活躍
次代を拓く地域リーダー育成へ。
女性研究者の活動支援で、
地域の復興と創生を目指す。

　

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
中
断
は
女
性

に
と
っ
て
大
き
な
ハ
ン
デ
で
あ
り
、
大
学
も
例
外
で

は
な
い
。
女
性
教
員
比
率
の
引
き
上
げ
に
成
果
を
挙

げ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
菅
原
副
学
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
岩
手
大
学
は
農
学
部
と
工
学
部
の
教
員
が
多
い
の

で
、
女
性
教
員
比
率
が
極
端
に
低
い
の
で
す
。
し
か

し
女
子
学
生
の
割
合
は
約
半
数
と
い
う
い
び
つ
な
状

態
で
、
問
題
意
識
と
し
て
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
が
、
根
底
に
あ
り
ま
し
た
」

　

学
長
主
導
の
も
と
、
具
体
的
な
女
性
研
究
者
支
援

策
を
明
記
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
制
度

化
す
る
こ
と
で
全
学
一
体
の
取
組
と
し
て
機
能
し
、

女
性
教
員
比
率
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
う
。

　

具
体
策
の
１
つ
が
女
性
に
限
定
し
た
研
究
者
公
募
。

女
性
の
み
を
限
定
採
用
す
る
の
は
並
大
抵
で
は
な
い
。

学
内
の
意
識
改
革
に
は
時
間
を
要
し
た
と
い
う
。

　
「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
中
断
が
問
題
だ
と
い
う
こ
と
は
、

一
般
論
と
し
て
は
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
の
で
す
が
、

役
員
や
男
性
教
授
陣
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
大
変

で
し
た
。
で
も
大
き
な
お
腹
で
毎
日
通
う
女
性
教
員

が
目
の
前
で
産
休
の
不
安
に
つ
い
て
話
せ
ば
、
男
性

も
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
く
れ
る
の
で
す
」

　

そ
れ
を
後
押
し
す
る
の
が
同
大
学
独
自
の
取
組
で

あ
る
「
両
住
ま
い
手
当
」
制
度
。
女
性
研
究
者
は
単

身
赴
任
が
多
い
。
赴
任
か
ら
３
年
間
、
双
方
を
往
復

で
き
る
程
度
の
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
相
互
の

キ
ャ
リ
ア
を
応
援
す
る
。
子
育
て
と
研
究
を
両
立
・

継
続
す
る
女
性
研
究
者
が
出
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

来
春
か
ら
は
産
休
・
育
休
取
得
を
支
援
す
る
「
次
世

代
育
成
支
援
職
員
制
度
」
を
施
行
す
る
と
い
う
。

　
「
本
学
で
は
小
中
学
校
の
教
員
と
同
じ
よ
う
に
産
休

の
時
点
で
代
替
支
援
の
教
員
を
入
れ
ま
す
。
支
援
は

学
期
の
開
始
に
合
わ
せ
る
の
で
引
き
継
ぎ
も
ス
ム
ー

ズ
で
す
。
お
そ
ら
く
こ
の
制
度
は
本
学
だ
け
で
し
ょ

う
。
す
で
に
試
行
済
み
で
す
が
、
制
度
化
す
る
こ
と

で
更
な
る
ア
ピ
ー
ル
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

着
実
に
意
識
改
革
を
進
め
、
学
内
の
保
育
所
設
置

の
検
討
な
ど
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
態
勢
を
敷
く
岩
手
大

学
。
女
性
研
究
者
の
研
究
力
向
上
と
い
う
面
で
は
研

究
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
の
大

学
や
研
究
機
関
の
拠
点
と
な
っ
て
「
共
同
研
究
ス
タ
ー

ト
支
援
」「
研
究
力
向
上
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」「
女
性
研

究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
」「
研
究
・
交
流
フ
ェ

ア
」
の
４
つ
を
軸
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

例
え
ば
、
共
同
研
究
の
１
つ
、「
土
壌
セ
ン
サ
ー
の

農
業
分
野
へ
の
実
用
化
に
つ
い
て
」
で
は
、
育
児
休

業
か
ら
復
帰
し
た
農
学
部
の
武
藤
由
子
講
師
と
岩
手

県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
藤
田
智
美
主
任
専
門
研
究

員
が
共
同
で
、
津
波
を
被
っ
た
土
の
塩
分
濃
度
の
減

衰
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
。
２
人
と
も
互
い
の
専
門
分
野

を
補
う
こ
と
で
研
究
の
幅
が
広
が
っ
た
と
話
す
。

　
「
研
究
力
向
上
支
援
セ
ミ
ナ
ー
は
研
究
計
画
の
立

て
方
や
プ
レ
ゼ
ン
の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
も
の
で
す
が
、

本
学
の
教
員
の
ほ
か
連
携
研
究
機
関
の
方
々
が
参
加

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
男
子
学
生
の
参
加
者
も
多
く
、

男
女
問
わ
ず
若
手
の
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
効

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
菅
原
副
学
長
。

　

ま
た
数
々
の
施
策
実
施
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
堀
久
美

准
教
授
は
「
女
性
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や

研
究
・
交
流
フ
ェ
ア
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

研
究
力
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

今
後
の
取
組
と
し
て
、
女
性
管
理
職
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
研
修
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
研
修
な
ど
を
地
域
貢
献
の
目
玉
と
し
て
投
入
し
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
も
弾
み
を
つ
け
た
い
と
い

う
。
ま
た
社
会
人
の
学
び
直
し
も
視
野
に
、
地
域
全

体
の
底
上
げ
に
も
全
力
で
取
り
組
む
予
定
だ
。

　

さ
ら
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
持
つ
学
生
の
育

成
も
大
学
の
使
命
と
捉
え
、
学
生
の
自
主
的
組
織
「
岩

手
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
学
生
委
員
会
」
を
設
置
。

そ
の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
良
い
意
味
で

学
内
の
空
気
が
変
わ
り
、
変
革
の
兆
し
が
見
え
始
め

た
岩
手
大
学
に
つ
い
て
、
菅
原
副
学
長
は
ど
の
よ
う

な
未
来
展
望
を
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
女
性
の
能
力
発
揮
が
岩
手
創
生
の
鍵
。
地
域
全
体

を
底
上
げ
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
本
学
の
使
命
だ

と
思
い
ま
す
。
経
済
的
に
あ
ま
り
恵
ま
れ
て
い
な
い

地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、『
豊
か
さ
』
は
ま
た
別
の
価

値
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
地
域
で
活

躍
す
る
こ
と
で
、
岩
手
県
全
体
が
楽
し
く
豊
か
な
地

域
に
成
長
し
て
い
く
。
そ
れ
に
は
女
性
が
輝
く
と
い

う
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
と

こ
ろ
に
本
学
は
貢
献
し
た
い
で
す
ね
」

　

よ
り
効
果
的
な
女
性
研
究
者
比
率
向
上
の
推
進
を

目
指
し
、「
岩
手
理
系
女
子
育
成
会
」
を
設
立
。
小
中

高
と
の
連
携
を
強
め
て
、
女
性
研
究
者
の
裾
野
拡
大

に
向
け
た
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。
男
女
共

同
参
画
推
進
は
、
我
が
国
の
科
学
技
術
分
野
発
展
に

直
結
す
る
鍵
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

　

岩
手
、
弘
前
、
秋
田
で
構
成
さ
れ
る
国
立
三
大
学

で
連
携
し
、
地
域
の「
豊
か
さ
」
創
出
に
向
け
て
突
き

進
む
岩
手
大
学
。
今
後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

女
性
研
究
者
支
援
を
軸
に

共
生
社
会
の
形
成
を
目
指
す

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
制
度
化
と

独
自
の
施
策
で
女
性
登
用
を
推
進

４
つ
の
軸
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
む

女
性
の
研
究
力
向
上
支
援

　

男
女
分
け
隔
て
な
く
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
分
野
へ
の
参
画
機
会
が
あ
る
こ
と
。
多
種
多

様
な
人
材
を
受
け
入
れ
る
社
会
形
成
の
実
現
こ
そ
、

我
が
国
の
未
来
を
切
り
拓
く
鍵
と
い
え
る
。

　

早
く
か
ら
女
性
研
究
者
の
支
援
を
軸
に
男
女
共
同

参
画
に
取
り
組
み
、
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
岩
手

大
学
。
さ
ら
な
る
女
性
の
活
躍
促
進
と
社
会
進
出
に

向
け
た
多
面
的
な
展
開
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

核
と
な
る
の
が
文
部
科
学
省
採
択
に
よ
る
女
性
研
究

者
研
究
活
動
支
援
事
業
（
拠
点
型
）「
い
わ
て
の
復
興

に
貢
献
す
る
女
性
研
究
者
支
援
」
だ
。
同
事
業
を
牽
引

し
て
き
た
男
女
共
同
参
画
推
進
室
長
の
菅
原
悦
子
副

学
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
推
進
室
で
は
、
２
０
０
８
年
の
開

設
以
来
、『
共
生
の
時
代
を
拓
く
、
い
わ
て
女
性
研
究

者
支
援
』
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
折

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
全
学
を
挙
げ
た
復
興

対
策
事
業
と
し
て
打
ち
出
し
た
の
が
『
い
わ
て
の
復

興
に
貢
献
す
る
女
性
研
究
者
支
援
』
な
の
で
す
」

　

男
女
共
同
参
画
事
業
で
培
っ
た
ス
タ
ン
ス
を
受
け

継
ぎ
、
こ
の
震
災
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で

き
る
の
か
。
被
災
地
を
回
る
中
で
、
岩
手
県
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
見
え
て
き
た
と
も
語
る
。

　
「
復
興
の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
な
ど
問
題
が
山
積

す
る
中
で
、
地
域
創
生
に
女
性
の
活
躍
は
重
要
で
す
。

地
方
大
学
と
し
て
の
立
ち
位
置
、
女
性
の
研
究
者
・

教
員
は
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
た
と
き
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
を
継
続
し
て
持
ち
う
る
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
こ
そ
が
復
興
や
地
域
創
生
に
貢
献
で
き
る
と
い
う

発
想
の
も
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
続
け
る
。

いわての復興に
貢献する

女性研究者支援

意識改革

研究力向上女性研究者の
裾野拡大

環境整備
両立支援

産前・産後
休暇取得
支援

共同研究
スタート支援

ポジティブ
アクション
経費制度

女性研究者
ネットワーク
支援

男女共同
参画推進

シンポジウム
セミナー
開催

次世代育成
サポーター

ロールモデル
講演会

藤田智美さん
（岩手県農業研究センター
主任専門研究員）植物研
究の知識を提供。

武藤 由子さん
（岩手大学農学部講師）
農林土木の知識を活かし、
研究に専念。

共同
研究

堀 久美
（男女共同参画推進室／
  准教授）
大阪府立大学大学院人間社会学研究
科修了。博士（人間科学）。専門はジェ
ンダー。男女共同参画推進室専任教員
として、数多くのセミナー、シンポジ
ウムに参加し菅原室長をサポート。

菅原 悦子
（男女共同参画推進室長／理事・副学長）
お茶の水女子大学大学院家政学研究科修
了。博士（学術）。専門は食物学。岩手大学
教育学部助手、講師、助教授、教授を務
め、2008年開設の男女共同参画推進室長
に就任。2010年より理事・副学長に就任
し、女性の地位向上に尽力。
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も
う
１
つ
私
が
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
大
事

だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
モ
ス
ク
ワ

で
日
露
知
事
会
議
が
開
催
さ
れ
て
、
そ
の

後
、
数
人
の
知
事
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に

行
っ
た
ん
で
す
が
、
国
内
移
動
に
８
時
間
か

か
っ
た
ん
で
す
。
眼
下
に
広
が
る
シ
ベ
リ

ア
大
地
。
延
々
と
続
く
大
平
原
、
針
葉
樹
林
、

川
。
で
も
そ
の
地
下
に
は
天
然
ガ
ス
や
石

炭
、
石
油
な
ど
資
源
が
あ
る
、
巨
大
な
資
源

大
国
で
す
。
人
口
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の

に
国
土
面
積
は
日
本
の
45
倍
な
ん
で
す
。
45

倍
の
面
積
を
持
つ
国
と
日
本
は
ど
う
す
れ

ば
国
際
社
会
で
伍
し
て
い
け
る
の
か
と
飛

行
機
の
中
で
ず
っ
と
考
え
た
ん
で
す
。
や
は

り
知
恵
を
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
し
か
な
い
と
、
実
感

し
た
ん
で
す
。
そ
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関

の
大
切
さ
、
大
学
と
の
連
携
、
教
育
面
だ
け

で
な
く
産
業
面
で
も
、
も
っ
と
連
携
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
を
強
く
持
ち
ま

し
た
。

小
山
：
私
も
以
前
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に

行
っ
た
ん
で
す
が
、
ド
イ
ツ
の
東
西
分
裂
が

終
わ
っ
た
後
で
、産
業
が
な
く
人
が
皆
、
西

に
行
っ
て
、街
が
廃
墟
な
ん
で
す
。音
楽
と

か
哲
学
と
か
非
常
に
文
化
レ
ベ
ル
の
高
い
街

だ
っ
た
ん
で
す
が
、教
育
だ
け
で
は
ダ
メ
な

ん
だ
な
あ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
今
は
工
場
と

か
で
き
て
、
労
働
者
も
だ
い
ぶ
戻
っ
て
き
た

よ
う
で
す
が
、
一
時
期
は
大
変
悲
惨
で
し
た
。

吉
村
：
本
当
に
そ
う
な
ん
で
す
。
地
方
創

生
イ
コ
ー
ル
働
く
場
を
つ
く
る
こ
と
だ
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
：
ま
ず
「
地
方
創
生
」
に
関
し
て
山
形

大
学
も
か
な
り
意
識
し
て
進
め
て
い
ま
す

が
、
山
形
県
知
事
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

吉
村
：
そ
も
そ
も
県
で
は
「
自
然
と
文
明
が

調
和
し
た
理
想
郷
山
形
」
と
い
う
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
人
口
減
少

対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
全

国
的
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
地
方

創
生
」
は
私
ど
も
が
行
っ
て
い
る
施
策
と
方

向
が
同
じ
で
、
そ
れ
を
加
速
す
る
意
味
で
、

大
変
追
い
風
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

施
策
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
私
は
産
業

振
興
、
働
く
場
を
つ
く
る
こ
と
が
と
て
も
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
経
済

面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
郷
土
愛
と
い
う

精
神
的
な
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
こ
の
両

女性の社会進出が謳われる今、全国で2人の現職女性知事の１人とし
て、「地方創生」に挑む吉村美栄子山形県知事。県民の熱い期待を受け、
産業振興と地域再生に邁進する吉村知事と、地域の「知」の核となって
大学改革に取り組む小山清人山形大学長による対談。山形の官・学の
トップが掲げる「山形の未来像」とは？

「
地
方
創
生
」に
必
要
な
の
は

地
域
に
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
と

郷
土
を
愛
す
る
人
を
育
て
る
こ
と

豊
か
な
自
然
資
源
を
活
か
し
た

産
業
振
興
と
人
材
育
成
で

「
地
方
創
生
」に
挑
む
。面

が
必
要
で
す
。
精
神
面
と
い
う
の
は
子
ど

も
や
若
者
が
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
て

る
教
育
や
周
り
の
働
き
か
け
が
必
要
で
、
誇

り
や
愛
着
が
あ
れ
ば
、
一
旦
出
て
行
っ
て
も

ま
た
戻
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
人
自
身
が
地
域
の

良
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
し
っ
か
り
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
は
と
て
も
教
育

と
関
係
し
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
山
：
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
す
。
経
済

は
働
く
場
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
。
も

う
１
つ
は
山
形
県
の
教
育
計
画
。
知
事
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
、
郷
土
愛
を
育
み
山
形
の
未

来
を
拓
く
人
間
を
育
て
る
。
ま
さ
に
人
材
育

成
で
す
ね
。
そ
の
辺
は
小
学
・
中
学
・
高

校
・
大
学
と
一
貫
し
て
我
々
も
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

吉
村
：
そ
れ
が
根
幹
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
を
や
る
に
し
て
も
基
盤
は
人
な
の
で
、
そ

れ
が
最
も
大
事
な
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

小
山
：
雇
用
創
出
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
具

体
的
な
施
策
が
あ
れ
ば
お
話
し
い
た
だ
け

ま
す
か
。

吉
村
：
県
は
今
、「
や
ま
が
た
創
生
総
合
戦

略
」（
注
１
）を
策
定
し
て
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
、鶴
岡
市
の
メ

ロ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
地
域
に
行
き
ま
し

た
が
、
そ
こ
の
小
学
校
は
児
童
数
が
減
っ
て

い
な
い
そ
う
な
ん
で
す
。20
年
位
前
か
ら
技

術
を
伝
え
、後
継
者
が
戻
っ
て
、子
ど
も
も
生

ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
鮭
川
村
に
あ

る
集
落
も
人
口
が
減
っ
て
い
な
い
ら
し
く
、

そ
こ
で
は
バ
ラ
を
作
っ
て
、
億
単
位
の
生
産

額
を
上
げ
て
い
ま
す
。働
く
場
所
が
あ
る
と
、

人
口
減
少
も
抑
制
で
き
る
ん
で
す
。一
説
に

は
三
世
代
同
居
が
多
い
地
域
は
人
口
減
少

率
が
低
い
と
い
う
話
で
す
か
ら
、そ
れ
が
日

本
一
多
い
山
形
は
、期
待
で
き
ま
す
。少
子
化

対
策
に
加
え
、子
育
て
・
介
護
な
ど
福
祉
対

策
に
も
な
る
し
、
何
よ
り
大
家
族
に
愛
さ
れ

て
育
つ
の
で
、子
ど
も
は
幸
せ
で
す
。
そ
の

意
味
で
も
山
形
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し

た
農
林
水
産
業
を
手
厚
く
支
援
し
て
い
く

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
域
の
産
業
力
を
強
化
す
る
取
組

の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
有
機
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

な
ど
最
先
端
産
業
の
育
成
で
す
。

小
山
：
山
形
大
学
工
学
部
を
中
心
に
研
究

し
て
き
た
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
す
ね
。

有
機
太
陽
電
池
や
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
な

ど
へ
の
応
用
が
可
能
で
、
学
内
に
「
有
機
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
企
業
と
共
同
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。

吉
村
：
県
内
に
有
機
E
L
照
明
パ
ネ
ル
会

社
が
設
立
さ
れ
、
関
連
企
業
も
増
え
て
い
る

の
で
、こ
れ
は
世
界
に
発
信
で
き
ま
す
。
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
も
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム

解
析
事
業（
注
２
）や
人
工
ク
モ
糸
繊
維（
注

３
）の
量
産
化
技
術
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
、
若
者
を
惹
き
つ
け
る
新

し
い
雇
用
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
流
れ
も
あ
り
、
県
で
は

若
者
の
就
業
や
シ
ニ
ア
の
移
住
を
支
援
す

る
「
山
形
に
住
も
う
・
帰
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
山
形
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

も
ら
う
た
め
、
若
い
世
代
に
向
け
た
結
婚
支

援
や
子
育
て
支
援
な
ど
、
様
々
な
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
注
目
さ

れ
て
い
る
の
は
「
や
ま
が
た
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
」
で
す
。
こ
れ
は
、
女
性
が
働
き
や
す
い

環
境
を
整
え
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
女
性

の
活
躍
を
促
進
す
る
こ
と
で
経
済
の
活
性

化
を
目
指
す
も
の
で
す
。
商
品
開
発
に
女
性

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
企
業
へ
の
支
援
や
、

農
業
や
建
設
業
、
も
の
づ
く
り
な
ど
、
こ

れ
ま
で
女
性
の
進
出
の
少
な
か
っ
た
分
野

へ
の
進
出
促
進
な
ど
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小
山
：
女
性
の
活
躍
促
進
は
今
、
国
を
挙
げ

た
テ
ー
マ
で
す
。
山
形
大
学
で
も
男
女
共

同
参
画
推
進
室
を
開
設
し
、
女
性
研
究
者
の

様
々
な
研
究
支
援
の
ほ
か
、
全
学
を
挙
げ
た

男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
、
そ
れ
を
可
能
に

す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
基
盤

教
育
と
し
て
の
授
業
「
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・

ヤ
マ
ガ
タ
」（
注
４
）
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

知
事
に
も
以
前
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
村
：
女
性
の
力
は
今
後
、
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
、
女
性
の
活
躍
を

促
進
し
て
、
男
女
が
共
に
支
え
合
う
社
会
を

築
く
。
こ
れ
も
地
方
創
生
に
欠
か
せ
な
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
村
：
と
こ
ろ
で
県
が
掲
げ
て
い
る
「
や
ま

が
た
森
林
（
モ
リ
）
ノ
ミ
ク
ス
」（
注
５
）

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
、
先
生

は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

小
山
：
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
や
る
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
効
率
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
、
あ
ま
り
大
掛
か
り

に
は
で
き
な
い
。
地
域
に
応
じ
た
形
で
や
る

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
村
：
そ
う
で
す
ね
。
地
域
で
や
る
に
し
て

も
、
常
に
太
陽
光
や
風
力
が
動
く
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
や
は
り
バ
ッ
テ
リ
ー
が
大
事

で
、
も
っ
と
安
価
な
バ
ッ
テ
リ
ー
を
つ
く
っ

最
先
端
産
業
の
育
成
と

女
性
の
活
躍
促
進
で

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

東
日
本
大
震
災
が
原
点
と
な
っ
た

「
や
ま
が
た
森
林
ノ
ミ
ク
ス
」と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

山
形
県
知
事

吉
村 
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栄
子
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（2015年12月18日　山形県庁知事室にて）

　

も
う
１
つ
私
が
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
大
事

だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
モ
ス
ク
ワ

で
日
露
知
事
会
議
が
開
催
さ
れ
て
、
そ
の

後
、
数
人
の
知
事
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に

行
っ
た
ん
で
す
が
、
国
内
移
動
に
８
時
間
か

か
っ
た
ん
で
す
。
眼
下
に
広
が
る
シ
ベ
リ

ア
大
地
。
延
々
と
続
く
大
平
原
、
針
葉
樹
林
、

川
。
で
も
そ
の
地
下
に
は
天
然
ガ
ス
や
石

炭
、
石
油
な
ど
資
源
が
あ
る
、
巨
大
な
資
源

大
国
で
す
。
人
口
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の

に
国
土
面
積
は
日
本
の
45
倍
な
ん
で
す
。
45

倍
の
面
積
を
持
つ
国
と
日
本
は
ど
う
す
れ

ば
国
際
社
会
で
伍
し
て
い
け
る
の
か
と
飛

行
機
の
中
で
ず
っ
と
考
え
た
ん
で
す
。
や
は

り
知
恵
を
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
し
か
な
い
と
、
実
感

し
た
ん
で
す
。
そ
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関

の
大
切
さ
、
大
学
と
の
連
携
、
教
育
面
だ
け

で
な
く
産
業
面
で
も
、
も
っ
と
連
携
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
を
強
く
持
ち
ま

し
た
。

小
山
：
私
も
以
前
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に

行
っ
た
ん
で
す
が
、
ド
イ
ツ
の
東
西
分
裂
が

終
わ
っ
た
後
で
、産
業
が
な
く
人
が
皆
、
西

に
行
っ
て
、街
が
廃
墟
な
ん
で
す
。音
楽
と

か
哲
学
と
か
非
常
に
文
化
レ
ベ
ル
の
高
い
街

だ
っ
た
ん
で
す
が
、教
育
だ
け
で
は
ダ
メ
な

ん
だ
な
あ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
今
は
工
場
と

か
で
き
て
、
労
働
者
も
だ
い
ぶ
戻
っ
て
き
た

よ
う
で
す
が
、
一
時
期
は
大
変
悲
惨
で
し
た
。

吉
村
：
本
当
に
そ
う
な
ん
で
す
。
地
方
創

生
イ
コ
ー
ル
働
く
場
を
つ
く
る
こ
と
だ
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
：
ま
ず
「
地
方
創
生
」
に
関
し
て
山
形

大
学
も
か
な
り
意
識
し
て
進
め
て
い
ま
す

が
、
山
形
県
知
事
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

吉
村
：
そ
も
そ
も
県
で
は
「
自
然
と
文
明
が

調
和
し
た
理
想
郷
山
形
」
と
い
う
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
人
口
減
少

対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
全

国
的
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
地
方

創
生
」
は
私
ど
も
が
行
っ
て
い
る
施
策
と
方

向
が
同
じ
で
、
そ
れ
を
加
速
す
る
意
味
で
、

大
変
追
い
風
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

施
策
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
私
は
産
業

振
興
、
働
く
場
を
つ
く
る
こ
と
が
と
て
も
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
経
済

面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
郷
土
愛
と
い
う

精
神
的
な
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
こ
の
両

女性の社会進出が謳われる今、全国で2人の現職女性知事の１人とし
て、「地方創生」に挑む吉村美栄子山形県知事。県民の熱い期待を受け、
産業振興と地域再生に邁進する吉村知事と、地域の「知」の核となって
大学改革に取り組む小山清人山形大学長による対談。山形の官・学の
トップが掲げる「山形の未来像」とは？

「
地
方
創
生
」に
必
要
な
の
は

地
域
に
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
と

郷
土
を
愛
す
る
人
を
育
て
る
こ
と

豊
か
な
自
然
資
源
を
活
か
し
た

産
業
振
興
と
人
材
育
成
で

「
地
方
創
生
」に
挑
む
。面

が
必
要
で
す
。
精
神
面
と
い
う
の
は
子
ど

も
や
若
者
が
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
て

る
教
育
や
周
り
の
働
き
か
け
が
必
要
で
、
誇

り
や
愛
着
が
あ
れ
ば
、
一
旦
出
て
行
っ
て
も

ま
た
戻
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
人
自
身
が
地
域
の

良
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
し
っ
か
り
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
は
と
て
も
教
育

と
関
係
し
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
山
：
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
す
。
経
済

は
働
く
場
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
。
も

う
１
つ
は
山
形
県
の
教
育
計
画
。
知
事
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
、
郷
土
愛
を
育
み
山
形
の
未

来
を
拓
く
人
間
を
育
て
る
。
ま
さ
に
人
材
育

成
で
す
ね
。
そ
の
辺
は
小
学
・
中
学
・
高

校
・
大
学
と
一
貫
し
て
我
々
も
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

吉
村
：
そ
れ
が
根
幹
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
を
や
る
に
し
て
も
基
盤
は
人
な
の
で
、
そ

れ
が
最
も
大
事
な
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

小
山
：
雇
用
創
出
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
具

体
的
な
施
策
が
あ
れ
ば
お
話
し
い
た
だ
け

ま
す
か
。

吉
村
：
県
は
今
、「
や
ま
が
た
創
生
総
合
戦

略
」（
注
１
）を
策
定
し
て
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
、鶴
岡
市
の
メ

ロ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
地
域
に
行
き
ま
し

た
が
、
そ
こ
の
小
学
校
は
児
童
数
が
減
っ
て

い
な
い
そ
う
な
ん
で
す
。20
年
位
前
か
ら
技

術
を
伝
え
、後
継
者
が
戻
っ
て
、子
ど
も
も
生

ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
鮭
川
村
に
あ

る
集
落
も
人
口
が
減
っ
て
い
な
い
ら
し
く
、

そ
こ
で
は
バ
ラ
を
作
っ
て
、
億
単
位
の
生
産

額
を
上
げ
て
い
ま
す
。働
く
場
所
が
あ
る
と
、

人
口
減
少
も
抑
制
で
き
る
ん
で
す
。一
説
に

は
三
世
代
同
居
が
多
い
地
域
は
人
口
減
少

率
が
低
い
と
い
う
話
で
す
か
ら
、そ
れ
が
日

本
一
多
い
山
形
は
、期
待
で
き
ま
す
。少
子
化

対
策
に
加
え
、子
育
て
・
介
護
な
ど
福
祉
対

策
に
も
な
る
し
、
何
よ
り
大
家
族
に
愛
さ
れ

て
育
つ
の
で
、子
ど
も
は
幸
せ
で
す
。
そ
の

意
味
で
も
山
形
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し

た
農
林
水
産
業
を
手
厚
く
支
援
し
て
い
く

こ
と
は
、
と
て
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
域
の
産
業
力
を
強
化
す
る
取
組

の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
有
機
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

な
ど
最
先
端
産
業
の
育
成
で
す
。

小
山
：
山
形
大
学
工
学
部
を
中
心
に
研
究

し
て
き
た
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
す
ね
。

有
機
太
陽
電
池
や
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
な

ど
へ
の
応
用
が
可
能
で
、
学
内
に
「
有
機
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
企
業
と
共
同
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。

吉
村
：
県
内
に
有
機
E
L
照
明
パ
ネ
ル
会

社
が
設
立
さ
れ
、
関
連
企
業
も
増
え
て
い
る

の
で
、こ
れ
は
世
界
に
発
信
で
き
ま
す
。
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
も
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム

解
析
事
業（
注
２
）や
人
工
ク
モ
糸
繊
維（
注

３
）の
量
産
化
技
術
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
、
若
者
を
惹
き
つ
け
る
新

し
い
雇
用
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
流
れ
も
あ
り
、
県
で
は

若
者
の
就
業
や
シ
ニ
ア
の
移
住
を
支
援
す

る
「
山
形
に
住
も
う
・
帰
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
山
形
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

も
ら
う
た
め
、
若
い
世
代
に
向
け
た
結
婚
支

援
や
子
育
て
支
援
な
ど
、
様
々
な
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
注
目
さ

れ
て
い
る
の
は
「
や
ま
が
た
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
」
で
す
。
こ
れ
は
、
女
性
が
働
き
や
す
い

環
境
を
整
え
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
女
性

の
活
躍
を
促
進
す
る
こ
と
で
経
済
の
活
性

化
を
目
指
す
も
の
で
す
。
商
品
開
発
に
女
性

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
企
業
へ
の
支
援
や
、

農
業
や
建
設
業
、
も
の
づ
く
り
な
ど
、
こ

れ
ま
で
女
性
の
進
出
の
少
な
か
っ
た
分
野

へ
の
進
出
促
進
な
ど
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小
山
：
女
性
の
活
躍
促
進
は
今
、
国
を
挙
げ

た
テ
ー
マ
で
す
。
山
形
大
学
で
も
男
女
共

同
参
画
推
進
室
を
開
設
し
、
女
性
研
究
者
の

様
々
な
研
究
支
援
の
ほ
か
、
全
学
を
挙
げ
た

男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
、
そ
れ
を
可
能
に

す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
基
盤

教
育
と
し
て
の
授
業
「
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・

ヤ
マ
ガ
タ
」（
注
４
）
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

知
事
に
も
以
前
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
村
：
女
性
の
力
は
今
後
、
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
、
女
性
の
活
躍
を

促
進
し
て
、
男
女
が
共
に
支
え
合
う
社
会
を

築
く
。
こ
れ
も
地
方
創
生
に
欠
か
せ
な
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
村
：
と
こ
ろ
で
県
が
掲
げ
て
い
る
「
や
ま

が
た
森
林
（
モ
リ
）
ノ
ミ
ク
ス
」（
注
５
）

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
、
先
生

は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

小
山
：
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
や
る
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
効
率
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
、
あ
ま
り
大
掛
か
り

に
は
で
き
な
い
。
地
域
に
応
じ
た
形
で
や
る

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
村
：
そ
う
で
す
ね
。
地
域
で
や
る
に
し
て

も
、
常
に
太
陽
光
や
風
力
が
動
く
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
や
は
り
バ
ッ
テ
リ
ー
が
大
事

で
、
も
っ
と
安
価
な
バ
ッ
テ
リ
ー
を
つ
く
っ

最
先
端
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業
の
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成
と
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性
の
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躍
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で

人
口
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に
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を
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る
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本
大
震
災
が
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ぶ
、
生
物
に
学
ぶ
と
い
う
の
が
大
学
の
研
究

で
も
結
構
多
い
ん
で
す
。
例
え
ば
蓮
な
ん
か

は
、
蓮
の
葉
の
構
造
を
細
か
く
見
て
い
く

と
、
あ
る
大
き
さ
の
穴
が
小
さ
く
小
さ
く
開

い
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
さ
の
穴
を
開
け
れ

ば
撥
水
す
る
と
い
う
の
で
、
布
を
織
る
の
に

そ
の
大
き
さ
に
す
れ
ば
、
水
を
パ
チ
パ
チ

弾
く
ん
で
す
。
雨
が
降
っ
て
も
撥
水
し
て
、

す
っ
と
た
た
ん
で
終
わ
り
。
そ
う
い
う
傘
も

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
局
自
然
界
の
真
似

を
し
て
る
ん
で
す
。

吉
村
：
凄
い
で
す
よ
ね
。
演
習
林
は
本
当
に

宝
の
山
で
す
ね
。
学
生
さ
ん
が
そ
こ
で
数
日

過
ご
す
だ
け
で
も
色
々
な
発
見
が
あ
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。

小
山
：
大
学
で
は
演
習
林
を
使
っ
て
、
精
神

療
法
と
し
て
、
山
の
中
を
歩
い
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
少

し
ず
つ
効
果
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

吉
村
：
自
然
の
中
で
癒
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
も
っ
と

デ
ー
タ
と
し
て
出
て
く
る
と
、「
山
形
県
に

来
て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ
て
い
け
る
！
」
み

た
い
な
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
て
、
観
光
産
業
が

活
性
化
し
ま
す
よ
ね
。
都
会
に
ち
ょ
っ
と
疲

れ
た
な
と
思
っ
た
ら
、
出
羽
三
山
に
修
行
に

来
て
い
た
だ
い
た
り
、
温
泉
に
入
っ
て
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
て
も
ら
っ
た
り
、
森
林

て
い
ま
す
。
日
本
全
土
に
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
山
：
森
林
と
い
え
ば
、
山
形
大
学
も
演
習

林
を
持
っ
て
い
ま
す
。
学
生
が
実
地
研
究
す

る
も
の
で
す
が
、
も
の
凄
く
広
い
で
す
。
20

人
位
泊
ま
れ
る
建
物
も
あ
っ
て
、
農
学
部
だ

け
で
は
な
く
、
色
々
な
学
部
が
そ
こ
で
研
究

し
て
い
ま
す
。
５
月
頭
に
入
山
式
が
あ
り
、

私
た
ち
も
毎
年
行
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
山
菜

の
時
期
で
、
雪
が
残
っ
て
い
た
り
桜
が
咲
い

て
い
た
り
し
ま
す
ね
。

吉
村
：
山
菜
も
採
れ
る
ん
で
す
か
。
キ
ノ
コ

や
山
の
食
材
を
加
工
し
て
、
６
次
産
業
な
ど

も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
そ
の
時
期

は
カ
タ
ク
リ
の
花
が
咲
い
て
い
て
、
残
雪
で

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
山
：
も
う
１
つ
は
燃
料
電
池
で
す
。
一
度

発
電
し
て
そ
れ
を
水
素
や
メ
タ
ン
に
置
き

換
え
て
、
そ
れ
で
も
う
一
度
発
電
す
る
よ
う

な
燃
料
電
池
を
バ
ッ
テ
リ
ー
の
よ
う
な
形

で
使
う
や
り
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
電
力

小
売
の
自
由
化
と
と
も
に
、
電
力
の
買
い
取

り
も
活
発
に
な
る
で
し
ょ
う
し
。

吉
村
：
そ
の
意
味
で
私
が
一
番
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
森
林
ノ
ミ
ク
ス
な
ん
で
す
。
実

現
に
向
け
、
35
市
町
村
長
と
一
緒
に
な
っ
て

「
里
山
サ
ミ
ッ
ト
」
を
設
立
し
て
、
宣
言
し

た
ん
で
す
が
、「
緑
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」
と

い
う
も
の
を
作
っ
て
、
持
続
可
能
な
社
会
に

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災
で
す
。

　

震
災
直
後
県
内
を
回
っ
た
時
に
、
温
泉
施

設
や
老
人
施
設
な
ど
色
々
な
所
で
石
油
が

来
な
い
か
ら
お
風
呂
も
沸
か
せ
な
い
と
聞

き
、
”
何
で
だ
、
山
の
石
油
（
注
６
）
が
あ

ん
な
に
い
っ
ぱ
い
あ
っ
ぺ
な
！
”
っ
て
、
叫

ん
だ
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
使
え
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
な
い
と
言
う
ん
で
す
。

今
は
両
方
使
え
る
よ
う
に
変
え
た
そ
う
で

す
が
、
と
に
か
く
地
域
の
資
源
を
活
か
さ
な

い
で
、
遥
か
彼
方
の
海
の
向
こ
う
か
ら
タ
ン

カ
ー
で
運
ん
で
き
て
、
我
々
の
生
活
が
そ
れ

に
頼
り
切
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
、
あ
の

時
、
気
づ
い
た
ん
で
す
。

小
山
：
そ
う
で
す
ね
、
１
ヶ
月
位
ガ
ソ
リ
ン

が
来
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
電
気
も
止

ま
っ
た
し
。

吉
村
：
こ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
の
が
そ

も
そ
も
の
原
点
で
す
。
原

発
に
よ
る
原
子
力
の
恐
怖

は
確
か
に
あ
り
ま
し
た
が
、

震
災
を
教
訓
に
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
見
直
さ
な
け

れ
ば
と
思
っ
た
ん
で
す
。

県
内
を
あ
ち
こ
ち
回
り
ま

し
た
が
、
太
陽
光
、
風
、
水
、

何
よ
り
山
形
に
は
木
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
20
年
間
で
１
０
０
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
す
る

と
い
う
「
山
形
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」
を

２
０
１
２
年
に
つ
く
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

内
容
を
網
羅
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
特

に
産
業
化
で
き
る
と
思
っ
た
の
が
、
森
林
ノ

ミ
ク
ス
で
す
。

　

山
形
の
県
土
は
大
変
広
く
て
、
東
京
、
神

奈
川
、
千
葉
を
合
わ
せ
た
の
に
匹
敵
す
る

広
さ
で
す
。
そ
の
う
ち
の
72
％
が
森
。
戦
後

70
年
、
植
林
し
て
か
ら
60
年
経
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
森
が
全
然
活
か
さ
れ
て
い
な
い
ん

で
す
。
宝
の
持
ち
腐
れ
で
、
逆
に
自
然
災
害

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
き
ち
ん

と
森
を
手
入
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。

そ
こ
で
始
め
た
の
が
林
業
振
興
で
す
。
木
は

木
材
と
し
て
使
う
ほ
か
に
、
ペ
レ
ッ
ト
と

か
、
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
と
か
、
余
す
と
こ
ろ

な
く
使
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
再
生
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
、
再
造
林
も
き
ち
ん
と

行
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

地
方
創
生
の
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

し
か
も
桜
も
咲
い
て
、
そ
こ
に
は
セ
リ
と
か

フ
キ
ノ
ト
ウ
と
か
も
い
っ
ぱ
い
出
て
い
て
、

き
っ
と
鶯
も
鳴
い
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
私
の

大
好
き
な
桃
源
郷
で
す
。

小
山
：
米
沢
盆
地
を
ア
ジ
ア
の
桃
源
郷
と
書

い
た
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
世
界
で
す
ね
。

吉
村
：
ブ
ナ
林
の
柔
ら
か
い
木
漏
れ
日
と
残

雪
。
最
高
で
す
ね
。
ブ
ナ
の
自
然
林
の
面
積

は
山
形
県
が
一
番
広
い
ん
で
す
。

小
山
：
月
山
、
朝
日
、
小
国
と
か
山
形
の
ブ

ナ
林
は
い
い
で
す
ね
え
。
気
持
ち
い
い
で
す
。

吉
村
：
私
も
好
き
で
す
ね
え
。
こ
う
い
う
の

は
お
金
で
買
え
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
都

会
に
な
い
も
の
、
お
金
で
買
え
な
い
も
の
が

地
方
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

良
い
空
気
の
中
で
生
活
し
た
り
、
美
味
し
い

水
や
食
べ
物
が
あ
っ
た
り
。

小
山
：
も
っ
と
若
者
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す

よ
ね
。

吉
村
：
そ
う
な
ん
で
す
。
県
か
ら
出
て
行
っ

小山 清人（Kiyohito Koyama）

山形大学長。1949年和歌山県すさみ町生まれ。専門は

レオロジー工学、超音波工学。山形大学大学院工学研究科

修士課程修了。工学博士（東京工業大学）。山形大学工学部
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化共生」を掲げ、地域の「知」の拠点となって、地域社会の

変革と人材育成に貢献する。
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た
ら
わ
か
っ
た
っ
て
、
皆
言
う
ん
で
す
が
、

過
去
形
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
で
す
。
県
民
も
こ
れ

が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
て
、
気
付
い
て

い
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
：
山
形
大
学
の
教
員
は
県
外
か
ら
来
て

い
る
人
が
多
い
ん
で
す
が
、
や
は
り
自
然
環

境
が
子
育
て
に
良
い
と
皆
言
い
ま
す
ね
。

吉
村
：
嬉
し
い
で
す
ね
、
そ
う
言
っ
て
も
ら

え
る
と
。
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
遊
ば
せ

る
、
自
然
と
関
わ
ら
せ
る
と
い
う
の
が
、
気

付
き
や
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
き
、
い
ろ
ん

な
工
夫
を
凝
ら
す
と
か
産
業
を
興
す
と
か
。

自
然
界
の
中
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ヒ
ン
ト

が
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

小
山
：
工
学
と
か
理
学
で
、
バ
イ
オ
ミ
メ

テ
ィ
ク
ス
と
い
う
ん
で
す
が
、
自
然
に
学

を
散
歩
し
て
も
ら
っ
た
り
。
心
身
と
も
蘇
っ

て
、
日
常
世
界
に
帰
っ
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
。
そ
の
辺
も
山
形
県
の
強
み
で
す
。

　

豊
富
な
資
源
を
活
か
し
、
産
学
官
が
し
っ

か
り
連
携
し
て
産
業
振
興
と
人
材
育
成
を

図
り
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
継
承
す
る
こ

と
で
、“
自
然
と
文
明
が
調
和
し
た
理
想
郷
”

を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
信
じ
て
い
ま
す
。　

小
山
：
そ
の
た
め
に
大
学
も
、
地
域
経
済
や

社
会
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
材
の
育

成
、
世
界
的
課
題
を
解
決
し
う
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
、
新
し
い
社
会
的
価
値
を
創

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
で
き
る
人
材
の
育
成
に

取
り
組
み
、
地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
、
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
「
知
の
拠
点
」
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。
吉
村
知
事
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

注
１
／
や
ま
が
た
創
生
総
合
戦
略
：
将
来
に
わ
た
っ
て
の
「
人
口
減
少
問

題
の
克
服
」と
「
成
長
力
の
確
保
」に
向
け
、
４
本
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

経
済
面
と
精
神
面
の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
山
形
県
の

実
情
に
応
じ
た
今
後
の
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
施
策
な
ど
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
。

注
２
／
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
事
業
：
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究

所
が
開
発
し
た
C
E-

M
S（
キ
ャ
ピ
ラ
リ
ー
電
気
泳
動
質
量
分
析
）
法

に
よ
り
、
癌
や
鬱
病
な
ど
の
診
断
に
有
効
な
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
（
代
謝
物

質
）
を
分
析
・
解
析
す
る
事
業
。
同
大
学
初
の
出
資
に
よ
り
、
山
形
県

鶴
岡
市
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
設
立
さ
れ
た
。

注
３
／
人
工
ク
モ
糸
繊
維
：
従
来
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
や
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の

石
油
由
来
の
化
学
繊
維
と
は
全
く
異
な
る
タ
ン
パ
ク
質
素
材
で
あ
り
、

微
生
物
発
酵
に
よ
っ
て
原
料
と
な
る
ク
モ
の
糸
の
主
成
分
で
あ
る
タ

ン
パ
ク
質（
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
）を
生
成
し
、
そ
れ
ら
を
紡
糸
・
加
工
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
新
世
代
素
材
。

注
４
／
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・
ヤ
マ
ガ
タ
：
山
形
大
学
が
男
女
参
画
や
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
始
め
た
基
盤
教
育
。

注
５
／
や
ま
が
た
森
林（
モ
リ
）ノ
ミ
ク
ス
：
２
０
１
３
年
11
月
、
知
事
が

地
域
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
「
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
森
の
恵
み
」と
し

て
活
か
し
、
林
業
振
興
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
「
や
ま
が
た

森
林
ノ
ミ
ク
ス
宣
言
」を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
取
組
。

注
６
／
山
の
石
油
：
県
土
の
72
%
を
占
め
る
森
が
有
す
る
木
材
資
源
を

「
山
の
石
油
」と
喩
え
た
も
の
。

豊
か
な
森
の
中
に
こ
そ

あ
ら
ゆ
る
ヒ
ン
ト
が
あ
り
、

山
形
の
自
然
が
人
を
育
て
る

産
学
官
の
連
携
で
、

自
然
と
文
明
が
調
和
し
た

“
理
想
郷
”実
現
を
目
指
す
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ぶ
、
生
物
に
学
ぶ
と
い
う
の
が
大
学
の
研
究

で
も
結
構
多
い
ん
で
す
。
例
え
ば
蓮
な
ん
か

は
、
蓮
の
葉
の
構
造
を
細
か
く
見
て
い
く

と
、
あ
る
大
き
さ
の
穴
が
小
さ
く
小
さ
く
開

い
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
さ
の
穴
を
開
け
れ

ば
撥
水
す
る
と
い
う
の
で
、
布
を
織
る
の
に

そ
の
大
き
さ
に
す
れ
ば
、
水
を
パ
チ
パ
チ

弾
く
ん
で
す
。
雨
が
降
っ
て
も
撥
水
し
て
、

す
っ
と
た
た
ん
で
終
わ
り
。
そ
う
い
う
傘
も

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
局
自
然
界
の
真
似

を
し
て
る
ん
で
す
。

吉
村
：
凄
い
で
す
よ
ね
。
演
習
林
は
本
当
に

宝
の
山
で
す
ね
。
学
生
さ
ん
が
そ
こ
で
数
日

過
ご
す
だ
け
で
も
色
々
な
発
見
が
あ
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。

小
山
：
大
学
で
は
演
習
林
を
使
っ
て
、
精
神

療
法
と
し
て
、
山
の
中
を
歩
い
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
少

し
ず
つ
効
果
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

吉
村
：
自
然
の
中
で
癒
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
も
っ
と

デ
ー
タ
と
し
て
出
て
く
る
と
、「
山
形
県
に

来
て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ
て
い
け
る
！
」
み

た
い
な
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
て
、
観
光
産
業
が

活
性
化
し
ま
す
よ
ね
。
都
会
に
ち
ょ
っ
と
疲

れ
た
な
と
思
っ
た
ら
、
出
羽
三
山
に
修
行
に

来
て
い
た
だ
い
た
り
、
温
泉
に
入
っ
て
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
て
も
ら
っ
た
り
、
森
林

て
い
ま
す
。
日
本
全
土
に
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
山
：
森
林
と
い
え
ば
、
山
形
大
学
も
演
習

林
を
持
っ
て
い
ま
す
。
学
生
が
実
地
研
究
す

る
も
の
で
す
が
、
も
の
凄
く
広
い
で
す
。
20

人
位
泊
ま
れ
る
建
物
も
あ
っ
て
、
農
学
部
だ

け
で
は
な
く
、
色
々
な
学
部
が
そ
こ
で
研
究

し
て
い
ま
す
。
５
月
頭
に
入
山
式
が
あ
り
、

私
た
ち
も
毎
年
行
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
山
菜

の
時
期
で
、
雪
が
残
っ
て
い
た
り
桜
が
咲
い

て
い
た
り
し
ま
す
ね
。

吉
村
：
山
菜
も
採
れ
る
ん
で
す
か
。
キ
ノ
コ

や
山
の
食
材
を
加
工
し
て
、
６
次
産
業
な
ど

も
で
き
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
そ
の
時
期

は
カ
タ
ク
リ
の
花
が
咲
い
て
い
て
、
残
雪
で

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
山
：
も
う
１
つ
は
燃
料
電
池
で
す
。
一
度

発
電
し
て
そ
れ
を
水
素
や
メ
タ
ン
に
置
き

換
え
て
、
そ
れ
で
も
う
一
度
発
電
す
る
よ
う

な
燃
料
電
池
を
バ
ッ
テ
リ
ー
の
よ
う
な
形

で
使
う
や
り
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
電
力

小
売
の
自
由
化
と
と
も
に
、
電
力
の
買
い
取

り
も
活
発
に
な
る
で
し
ょ
う
し
。

吉
村
：
そ
の
意
味
で
私
が
一
番
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
森
林
ノ
ミ
ク
ス
な
ん
で
す
。
実

現
に
向
け
、
35
市
町
村
長
と
一
緒
に
な
っ
て

「
里
山
サ
ミ
ッ
ト
」
を
設
立
し
て
、
宣
言
し

た
ん
で
す
が
、「
緑
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」
と

い
う
も
の
を
作
っ
て
、
持
続
可
能
な
社
会
に

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災
で
す
。

　

震
災
直
後
県
内
を
回
っ
た
時
に
、
温
泉
施

設
や
老
人
施
設
な
ど
色
々
な
所
で
石
油
が

来
な
い
か
ら
お
風
呂
も
沸
か
せ
な
い
と
聞

き
、
”
何
で
だ
、
山
の
石
油
（
注
６
）
が
あ

ん
な
に
い
っ
ぱ
い
あ
っ
ぺ
な
！
”
っ
て
、
叫

ん
だ
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
使
え
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
な
い
と
言
う
ん
で
す
。

今
は
両
方
使
え
る
よ
う
に
変
え
た
そ
う
で

す
が
、
と
に
か
く
地
域
の
資
源
を
活
か
さ
な

い
で
、
遥
か
彼
方
の
海
の
向
こ
う
か
ら
タ
ン

カ
ー
で
運
ん
で
き
て
、
我
々
の
生
活
が
そ
れ

に
頼
り
切
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
、
あ
の

時
、
気
づ
い
た
ん
で
す
。

小
山
：
そ
う
で
す
ね
、
１
ヶ
月
位
ガ
ソ
リ
ン

が
来
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
電
気
も
止

ま
っ
た
し
。

吉
村
：
こ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
の
が
そ

も
そ
も
の
原
点
で
す
。
原

発
に
よ
る
原
子
力
の
恐
怖

は
確
か
に
あ
り
ま
し
た
が
、

震
災
を
教
訓
に
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
見
直
さ
な
け

れ
ば
と
思
っ
た
ん
で
す
。

県
内
を
あ
ち
こ
ち
回
り
ま

し
た
が
、
太
陽
光
、
風
、
水
、

何
よ
り
山
形
に
は
木
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
20
年
間
で
１
０
０
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
す
る

と
い
う
「
山
形
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」
を

２
０
１
２
年
に
つ
く
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

内
容
を
網
羅
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
特

に
産
業
化
で
き
る
と
思
っ
た
の
が
、
森
林
ノ

ミ
ク
ス
で
す
。

　

山
形
の
県
土
は
大
変
広
く
て
、
東
京
、
神

奈
川
、
千
葉
を
合
わ
せ
た
の
に
匹
敵
す
る

広
さ
で
す
。
そ
の
う
ち
の
72
％
が
森
。
戦
後

70
年
、
植
林
し
て
か
ら
60
年
経
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
森
が
全
然
活
か
さ
れ
て
い
な
い
ん

で
す
。
宝
の
持
ち
腐
れ
で
、
逆
に
自
然
災
害

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
き
ち
ん

と
森
を
手
入
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。

そ
こ
で
始
め
た
の
が
林
業
振
興
で
す
。
木
は

木
材
と
し
て
使
う
ほ
か
に
、
ペ
レ
ッ
ト
と

か
、
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
と
か
、
余
す
と
こ
ろ

な
く
使
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
再
生
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
、
再
造
林
も
き
ち
ん
と

行
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

地
方
創
生
の
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

し
か
も
桜
も
咲
い
て
、
そ
こ
に
は
セ
リ
と
か

フ
キ
ノ
ト
ウ
と
か
も
い
っ
ぱ
い
出
て
い
て
、

き
っ
と
鶯
も
鳴
い
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
私
の

大
好
き
な
桃
源
郷
で
す
。

小
山
：
米
沢
盆
地
を
ア
ジ
ア
の
桃
源
郷
と
書

い
た
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
世
界
で
す
ね
。

吉
村
：
ブ
ナ
林
の
柔
ら
か
い
木
漏
れ
日
と
残

雪
。
最
高
で
す
ね
。
ブ
ナ
の
自
然
林
の
面
積

は
山
形
県
が
一
番
広
い
ん
で
す
。

小
山
：
月
山
、
朝
日
、
小
国
と
か
山
形
の
ブ

ナ
林
は
い
い
で
す
ね
え
。
気
持
ち
い
い
で
す
。

吉
村
：
私
も
好
き
で
す
ね
え
。
こ
う
い
う
の

は
お
金
で
買
え
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
都

会
に
な
い
も
の
、
お
金
で
買
え
な
い
も
の
が

地
方
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

良
い
空
気
の
中
で
生
活
し
た
り
、
美
味
し
い

水
や
食
べ
物
が
あ
っ
た
り
。

小
山
：
も
っ
と
若
者
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す

よ
ね
。

吉
村
：
そ
う
な
ん
で
す
。
県
か
ら
出
て
行
っ

小山 清人（Kiyohito Koyama）

山形大学長。1949年和歌山県すさみ町生まれ。専門は

レオロジー工学、超音波工学。山形大学大学院工学研究科

修士課程修了。工学博士（東京工業大学）。山形大学工学部

助手、同助教授を経て、1992年から同教授。2004年〜

2007年工学部長、2007年〜 2014年理事・副学長を務

め、2014年学長に就任。「地域創生」「次世代形成」「多文

化共生」を掲げ、地域の「知」の拠点となって、地域社会の

変革と人材育成に貢献する。

吉村 美栄子 (Mieko Yoshimura)

山形県知事。1951年山形県大江町生まれ。お茶の水女子大学教育学部卒業後、（株）リクルート入社。同社退社

後帰郷し、子育てをしながら行政書士の資格取得。山形総合学習センター勤務の後、行政書士を開業。山形県総

合政策審議会委員、山形県教育委員会委員等を歴任し、2009年、超党派、労働組合等の支持を得て、対話を重視

した「あたたかい県政」を主張し、現職の与党知事を破り山形県知事に初当選。全国で歴代６人目、東北地方で始

めての女性知事となる。2013年無投票再選し、地域資源を活かした地方再生ビジョンの実現に向け、尽力する。

た
ら
わ
か
っ
た
っ
て
、
皆
言
う
ん
で
す
が
、

過
去
形
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
で
す
。
県
民
も
こ
れ

が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
て
、
気
付
い
て

い
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
：
山
形
大
学
の
教
員
は
県
外
か
ら
来
て

い
る
人
が
多
い
ん
で
す
が
、
や
は
り
自
然
環

境
が
子
育
て
に
良
い
と
皆
言
い
ま
す
ね
。

吉
村
：
嬉
し
い
で
す
ね
、
そ
う
言
っ
て
も
ら

え
る
と
。
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
遊
ば
せ

る
、
自
然
と
関
わ
ら
せ
る
と
い
う
の
が
、
気

付
き
や
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
き
、
い
ろ
ん

な
工
夫
を
凝
ら
す
と
か
産
業
を
興
す
と
か
。

自
然
界
の
中
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ヒ
ン
ト

が
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

小
山
：
工
学
と
か
理
学
で
、
バ
イ
オ
ミ
メ

テ
ィ
ク
ス
と
い
う
ん
で
す
が
、
自
然
に
学

を
散
歩
し
て
も
ら
っ
た
り
。
心
身
と
も
蘇
っ

て
、
日
常
世
界
に
帰
っ
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
。
そ
の
辺
も
山
形
県
の
強
み
で
す
。

　

豊
富
な
資
源
を
活
か
し
、
産
学
官
が
し
っ

か
り
連
携
し
て
産
業
振
興
と
人
材
育
成
を

図
り
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
継
承
す
る
こ

と
で
、“
自
然
と
文
明
が
調
和
し
た
理
想
郷
”

を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
信
じ
て
い
ま
す
。　

小
山
：
そ
の
た
め
に
大
学
も
、
地
域
経
済
や

社
会
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
材
の
育

成
、
世
界
的
課
題
を
解
決
し
う
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
、
新
し
い
社
会
的
価
値
を
創

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
で
き
る
人
材
の
育
成
に

取
り
組
み
、
地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
、
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
「
知
の
拠
点
」
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。
吉
村
知
事
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

注
１
／
や
ま
が
た
創
生
総
合
戦
略
：
将
来
に
わ
た
っ
て
の
「
人
口
減
少
問

題
の
克
服
」と
「
成
長
力
の
確
保
」に
向
け
、
４
本
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

経
済
面
と
精
神
面
の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
山
形
県
の

実
情
に
応
じ
た
今
後
の
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
施
策
な
ど
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
。

注
２
／
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
事
業
：
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究

所
が
開
発
し
た
C
E-

M
S（
キ
ャ
ピ
ラ
リ
ー
電
気
泳
動
質
量
分
析
）
法

に
よ
り
、
癌
や
鬱
病
な
ど
の
診
断
に
有
効
な
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
（
代
謝
物

質
）
を
分
析
・
解
析
す
る
事
業
。
同
大
学
初
の
出
資
に
よ
り
、
山
形
県

鶴
岡
市
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
設
立
さ
れ
た
。

注
３
／
人
工
ク
モ
糸
繊
維
：
従
来
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
や
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の

石
油
由
来
の
化
学
繊
維
と
は
全
く
異
な
る
タ
ン
パ
ク
質
素
材
で
あ
り
、

微
生
物
発
酵
に
よ
っ
て
原
料
と
な
る
ク
モ
の
糸
の
主
成
分
で
あ
る
タ

ン
パ
ク
質（
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
）を
生
成
し
、
そ
れ
ら
を
紡
糸
・
加
工
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
新
世
代
素
材
。

注
４
／
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・
ヤ
マ
ガ
タ
：
山
形
大
学
が
男
女
参
画
や
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
始
め
た
基
盤
教
育
。

注
５
／
や
ま
が
た
森
林（
モ
リ
）ノ
ミ
ク
ス
：
２
０
１
３
年
11
月
、
知
事
が

地
域
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
「
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
森
の
恵
み
」と
し

て
活
か
し
、
林
業
振
興
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
「
や
ま
が
た

森
林
ノ
ミ
ク
ス
宣
言
」を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
取
組
。

注
６
／
山
の
石
油
：
県
土
の
72
%
を
占
め
る
森
が
有
す
る
木
材
資
源
を

「
山
の
石
油
」と
喩
え
た
も
の
。

豊
か
な
森
の
中
に
こ
そ

あ
ら
ゆ
る
ヒ
ン
ト
が
あ
り
、

山
形
の
自
然
が
人
を
育
て
る

産
学
官
の
連
携
で
、

自
然
と
文
明
が
調
和
し
た

“
理
想
郷
”実
現
を
目
指
す
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　地域に開かれた大学を目指す岡山大学の新た

なシンボル、「Junko Fukutake Hall」、「Junko 

Fukutake Terrace」、「交流広場」。設計は世界

的建築家ユニット「SANAA（サナア）」で、仏

ルーブル美術館別館や金沢21世紀美術館などを

手掛け、建築界のノーベル賞と称される米プリツ

カー賞を受賞したことでも知られている。

　Junko Fukutake Hall は ガ ラス 張 り の 開

放的なホールで、7枚の屋根が集まってできる

多様な空間が特徴。レクチャーホールや小ホー

ル、コモンズスペースでは、研究発表や学会のほ

か、市民向けのコンサートや講演会が開催される。

Junko Fukutake Terrace、交流広場も含め、

学生や教職員、地域の人々が集う交流の場として

常に賑わっている。

地
域
に
開
か
れ
た
大
学
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
。

世
界
的
建
築
家
ユ
ニ
ッ
ト「S

A
N

A
A

」が
設
計

旭
川
医
科
大
学

秋
田
大
学

　京都教育大学では、幼児教育専攻と附属図

書館との共催で、毎年2回、地域の乳幼児と保

護者を対象に「うたとおはなしの会」を開催して

いる。プログラムは、学生が熱演する「人形劇」

のほか、本格的な演奏に合わせて自由に参加で

きる「楽器遊び」や、手遊び、おはなしにちなんだ

工作など、子どもたちの笑顔を引き出す様々な

アイデアが盛り込まれている。

　2001年のスタート時には2、3組だった参加

者も、今では毎回150名を超える人気のイベント

に成長し、参加者から「次回も是非参加したい」

と、高い評価を得ている。附属図書館には「児童

書コーナー」が新設され、毎月の読み聞かせ会

「えほんのもり」もスタート。こうした取り組みが

学生と子ども、そして子育て中の若い親たちの心

をつなぐかけ橋として、地域に根づき始めている。

地
域
に
根
ざ
し
た
医
師
養
成
を
目
指
し
、

医
学
科
卒
業
生
の
地
元
定
着
を
推
進

地
域
活
性
化
の
中
核
的
拠
点
大
学
と
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　旭川医科大学では地域に根ざした医師を育てる

ため、2008年度から医学科定員の半数を地域枠

とする入学制度を導入し、現在では6割以上が北

海道出身者。卒業生の多くが同大学病院の医師臨

床研修プログラムを希望していて、2016年度の臨

床研修医受入予定数は49名となった。

　毎年6月には卒後臨床研修センターで「医師臨床

研修プログラム説明会・情報交換会」、二輪草セン

ターで「合同入局説明会」を開催し、医師臨床研修

プログラムの内容、臨床研修先と専門科の選択、

先輩医師からの体験談、各診療科における育児支

援などの説明を行っている。このほかにも卒後臨

床研修センターでは、臨床研修医が有意義な臨床

研修を行い、地域に根ざした医療人として活躍す

ることを期待し、各診療科からの情報収集や情報

公開など、様々なサポートを実施している。

岐
阜
大
学

東
京
海
洋
大
学

　岐阜大学では、2015年度から地域協学センター

が中心となり、岐阜を知り、岐阜の課題を見つけ、

岐阜の課題解決に向けて行動できる「ぎふ次世代地

域リーダー」の育成に向けた「次世代地域リーダー育

成プログラム」を推進している。実際の地域の課題解

決に学生が取り組み、実践することで、地域リーダー

に必要な素養や能力を養い、将来的にも課題解決を

実行できる人材を育成することを目指す。

　2015年度は岐阜県郡上市石徹白地区をフィールド

に、地域コーディネーター（行政職員）、現地コーディ

ネーター（地域住民）と協働して、地域の現状を理論

的に学んだ後、地域の実態と課題を眼で見、耳で聴

き、肌で感じる体験学習を実施。課題解決に向けた

具体的な取組を学生自身が主体的に企画・推進した。

今後は企業、金融機関、自治体等と協働して産業リー

ダーの育成と岐阜への就職促進を図る。

　「地域創生センター」を軸とし、地域の振興・活性

化に取り組む秋田大学では、県内自治体と協働し

て年2回、「秋田大学地域交流朝市」を開催している。

　７自治体の特産品や加工品を、出店者と学生が

一緒に大学構内で販売する朝市は、近隣住民が

気軽に大学を訪れる機会をつくり出し、参加自治

体の交流促進や特産品の販路拡大を図るもの。さ

らに学生が特産品の製造方法やこだわりを事前調

査して販売に携わることで、学生の学びの場にも

なっている。当日は販売前から行列ができ、地域

住民から根強い好評を得ている。

　会場では、国立大学への理解増進のため地域

住民の意見を聴くシンポジウムの開催や、大学の

地域貢献活動を紹介するパネルの展示、郷土の

伝統民俗芸能や学生のサークル活動を披露するス

テージの設置など、様々な工夫を凝らして更なる

賑わいの創出を図っている。

地
域
の
特
産
品
販
売
で

住
民
・
学
生
が
交
流
す
る

「
秋
田
大
学
地
域
交
流
朝
市
」

京都教育大学

鹿児島大学

千葉大学

岡山大学　東京海洋大学海洋工学部は前身の東京商船大

学が、2003年に東京水産大学と統合し設立され

た学部。1875年創立の三菱商船学校に起源を

持ち、2015年には140周年を迎え、今後は海洋

開発関係の人材育成にも力を入れていく計画だ。

　キャンパス内に展示され、ひと際目を引く「明

治丸」は、灯台巡視船として1874年に英国で竣

工、翌年横浜に回航されロイヤルシップとしても

活躍した。その後、同大学に譲渡され、係留練

習船として隅田川に浮かび、関東大震災や東京

大空襲の被災者の避難場所として多くの命を救っ

た。日本に現存する唯一隻の鉄船で、鉄船時代

の造船技術を伝える貴重な遺産として、1978

年に国指定重要文化財となった。老朽化が進み、

同学と文部科学省により大規模修復工事が行わ

れ、2015年に竣工、その美しい姿が蘇った。
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　「鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室」

は、地域活性化の中核として、教育・研究及び社会貢

献活動を推進し、地域課題を解決することを目的に

2015年奄美市名瀬に設置された。同分室では、中高

生に鹿児島大学の研究内容や大学生活を紹介するほか、

研究会のインターネット中継や、分室独自の勉強会や

親子向けの自然観察会を企画し、地域貢献・地域連携

を図っている。

　全学プロジェクト「薩南諸島の生物多様性とその保全

に関する教育研究拠点整備」の中核的役割を担い、「奄

美の生物多様性観察会」の開催や島嶼域の文化や生物

多様性の保全及び持続的な資源利用に向けたシンポジ

ウムの開催など、奄美群島の文化と自然の保全と多様

性維持機構の解明のため、教育研究拠点として積極的

な活動を続けている。

　「考える学生の創造」を目指し、2011年千葉大学に設

置された「アカデミック・リンク・センター」。好奇心を刺激

するブックツリーやガラス張りの学習空間、授業動画な

どのコンテンツや人的サポートにより、多様な学びのきっ

かけを提供し、学習とコンテンツの近接による能動的な

学習の促進において、大きな成果を挙げてきた。

　こうした実績に基づき、文部科学省の「教職員の組織

的な研修等の共同利用拠点」に認定された同センターは、

「高度な実践力」、「体系化された関連知見」、「新しい教育

の開発・企画力」を持つ、新たな専門的職員の養成にも活

用されている。今後は、①教育・学修支援専門職に必要

な能力ルーブリックの開発と段階的研修プログラムの構

築、②専門職養成のための実践的SD（スタッフ・ディベロッ

プメント）教育プログラムの運営、③専門職養成の全国拠

点としての情報発信と専門職ネットワーク形成の推進と

いう3点の取組を進めていく予定だ。
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現地で地域の魅力について議論する学生。

満船飾を掲揚して陸上展示される「明治丸」。

「合同入局説明会」の
オープニングと先輩
医師の体験談説明。

「
奄
美
の
生
物
多
様
性
観
察
会
」で

干
潟
の
生
き
物
を
調
べ
る
参
加
者
。

四方に広がっていく空間が特徴のJunko Fukutake Hall。
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　地域に開かれた大学を目指す岡山大学の新た

なシンボル、「Junko Fukutake Hall」、「Junko 

Fukutake Terrace」、「交流広場」。設計は世界

的建築家ユニット「SANAA（サナア）」で、仏

ルーブル美術館別館や金沢21世紀美術館などを

手掛け、建築界のノーベル賞と称される米プリツ

カー賞を受賞したことでも知られている。

　Junko Fukutake Hall は ガ ラス 張 り の 開

放的なホールで、7枚の屋根が集まってできる

多様な空間が特徴。レクチャーホールや小ホー

ル、コモンズスペースでは、研究発表や学会のほ

か、市民向けのコンサートや講演会が開催される。

Junko Fukutake Terrace、交流広場も含め、

学生や教職員、地域の人々が集う交流の場として

常に賑わっている。
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　京都教育大学では、幼児教育専攻と附属図

書館との共催で、毎年2回、地域の乳幼児と保

護者を対象に「うたとおはなしの会」を開催して

いる。プログラムは、学生が熱演する「人形劇」

のほか、本格的な演奏に合わせて自由に参加で

きる「楽器遊び」や、手遊び、おはなしにちなんだ

工作など、子どもたちの笑顔を引き出す様々な

アイデアが盛り込まれている。

　2001年のスタート時には2、3組だった参加

者も、今では毎回150名を超える人気のイベント

に成長し、参加者から「次回も是非参加したい」

と、高い評価を得ている。附属図書館には「児童

書コーナー」が新設され、毎月の読み聞かせ会

「えほんのもり」もスタート。こうした取り組みが

学生と子ども、そして子育て中の若い親たちの心

をつなぐかけ橋として、地域に根づき始めている。
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　旭川医科大学では地域に根ざした医師を育てる

ため、2008年度から医学科定員の半数を地域枠

とする入学制度を導入し、現在では6割以上が北

海道出身者。卒業生の多くが同大学病院の医師臨

床研修プログラムを希望していて、2016年度の臨

床研修医受入予定数は49名となった。

　毎年6月には卒後臨床研修センターで「医師臨床

研修プログラム説明会・情報交換会」、二輪草セン

ターで「合同入局説明会」を開催し、医師臨床研修

プログラムの内容、臨床研修先と専門科の選択、

先輩医師からの体験談、各診療科における育児支

援などの説明を行っている。このほかにも卒後臨

床研修センターでは、臨床研修医が有意義な臨床

研修を行い、地域に根ざした医療人として活躍す

ることを期待し、各診療科からの情報収集や情報

公開など、様々なサポートを実施している。

岐
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大
学

東
京
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洋
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学

　岐阜大学では、2015年度から地域協学センター

が中心となり、岐阜を知り、岐阜の課題を見つけ、

岐阜の課題解決に向けて行動できる「ぎふ次世代地

域リーダー」の育成に向けた「次世代地域リーダー育

成プログラム」を推進している。実際の地域の課題解

決に学生が取り組み、実践することで、地域リーダー

に必要な素養や能力を養い、将来的にも課題解決を

実行できる人材を育成することを目指す。

　2015年度は岐阜県郡上市石徹白地区をフィールド

に、地域コーディネーター（行政職員）、現地コーディ

ネーター（地域住民）と協働して、地域の現状を理論

的に学んだ後、地域の実態と課題を眼で見、耳で聴

き、肌で感じる体験学習を実施。課題解決に向けた

具体的な取組を学生自身が主体的に企画・推進した。

今後は企業、金融機関、自治体等と協働して産業リー

ダーの育成と岐阜への就職促進を図る。

　「地域創生センター」を軸とし、地域の振興・活性

化に取り組む秋田大学では、県内自治体と協働し

て年2回、「秋田大学地域交流朝市」を開催している。

　７自治体の特産品や加工品を、出店者と学生が

一緒に大学構内で販売する朝市は、近隣住民が

気軽に大学を訪れる機会をつくり出し、参加自治

体の交流促進や特産品の販路拡大を図るもの。さ

らに学生が特産品の製造方法やこだわりを事前調

査して販売に携わることで、学生の学びの場にも

なっている。当日は販売前から行列ができ、地域

住民から根強い好評を得ている。

　会場では、国立大学への理解増進のため地域

住民の意見を聴くシンポジウムの開催や、大学の

地域貢献活動を紹介するパネルの展示、郷土の

伝統民俗芸能や学生のサークル活動を披露するス

テージの設置など、様々な工夫を凝らして更なる

賑わいの創出を図っている。
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京都教育大学

鹿児島大学

千葉大学

岡山大学　東京海洋大学海洋工学部は前身の東京商船大

学が、2003年に東京水産大学と統合し設立され

た学部。1875年創立の三菱商船学校に起源を

持ち、2015年には140周年を迎え、今後は海洋

開発関係の人材育成にも力を入れていく計画だ。

　キャンパス内に展示され、ひと際目を引く「明

治丸」は、灯台巡視船として1874年に英国で竣

工、翌年横浜に回航されロイヤルシップとしても

活躍した。その後、同大学に譲渡され、係留練

習船として隅田川に浮かび、関東大震災や東京

大空襲の被災者の避難場所として多くの命を救っ

た。日本に現存する唯一隻の鉄船で、鉄船時代

の造船技術を伝える貴重な遺産として、1978

年に国指定重要文化財となった。老朽化が進み、

同学と文部科学省により大規模修復工事が行わ

れ、2015年に竣工、その美しい姿が蘇った。
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　「鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室」

は、地域活性化の中核として、教育・研究及び社会貢

献活動を推進し、地域課題を解決することを目的に

2015年奄美市名瀬に設置された。同分室では、中高

生に鹿児島大学の研究内容や大学生活を紹介するほか、

研究会のインターネット中継や、分室独自の勉強会や

親子向けの自然観察会を企画し、地域貢献・地域連携

を図っている。

　全学プロジェクト「薩南諸島の生物多様性とその保全

に関する教育研究拠点整備」の中核的役割を担い、「奄

美の生物多様性観察会」の開催や島嶼域の文化や生物

多様性の保全及び持続的な資源利用に向けたシンポジ

ウムの開催など、奄美群島の文化と自然の保全と多様

性維持機構の解明のため、教育研究拠点として積極的

な活動を続けている。

　「考える学生の創造」を目指し、2011年千葉大学に設

置された「アカデミック・リンク・センター」。好奇心を刺激

するブックツリーやガラス張りの学習空間、授業動画な

どのコンテンツや人的サポートにより、多様な学びのきっ

かけを提供し、学習とコンテンツの近接による能動的な

学習の促進において、大きな成果を挙げてきた。

　こうした実績に基づき、文部科学省の「教職員の組織

的な研修等の共同利用拠点」に認定された同センターは、

「高度な実践力」、「体系化された関連知見」、「新しい教育

の開発・企画力」を持つ、新たな専門的職員の養成にも活

用されている。今後は、①教育・学修支援専門職に必要

な能力ルーブリックの開発と段階的研修プログラムの構

築、②専門職養成のための実践的SD（スタッフ・ディベロッ

プメント）教育プログラムの運営、③専門職養成の全国拠

点としての情報発信と専門職ネットワーク形成の推進と

いう3点の取組を進めていく予定だ。
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「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

リ
ン
ク
・
セ
ン
タ
ー
」。

現地で地域の魅力について議論する学生。

満船飾を掲揚して陸上展示される「明治丸」。

「合同入局説明会」の
オープニングと先輩
医師の体験談説明。

「
奄
美
の
生
物
多
様
性
観
察
会
」で

干
潟
の
生
き
物
を
調
べ
る
参
加
者
。

四方に広がっていく空間が特徴のJunko Fukutake Hall。
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地
域
の
子
ど
も
と
保
護
者
の
心
を
つ
な
ぐ

「
う
た
と
お
は
な
し
の
会
」



子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
メ
ン
バ
ー
。

　

名
古
屋
大
学
の「
あ
か
り
ん
ご
隊
」は
、

理
系
の
中
で
少
数
派
に
な
り
が
ち
な
女

子
学
生
の
学
生
生
活
を
も
っ
と
充
実
さ

せ
た
い
、
と
い
う
声
か
ら
生
ま
れ
た
リ

ケ
ジ
ョ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
分
野
や
学

年
を
超
え
て
気
軽
に
話
し
た
り
、
悩
み

を
相
談
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
協

力
を
し
あ
っ
た
り
。
メ
ー
ル
で
の
情
報

交
換
に
留
ま
ら
ず
、
毎
月
の
ラ
ン
チ
会

で
は
活
動
を
支
援
す
る
技
術
職
員
や
男

女
共
同
参
画
室
の
教
員
も
加
わ
っ
て
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か

で
、
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

男
女
共
同
参
画
室
の
支
援
を
受
け

２
０
０
７
年
に
発
足
し
て
以
来
、毎
年

12
月
に
開
催
し
て
い
る
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ

交
流
会
で
は
、女
性
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
目
指
し
、様
々
な
フ
ィ
ー

ル
ド
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
を
講
師

に
招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施
。

ま
た
名
古
屋
市
科
学
館
で
開
催
さ
れ

る
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
や
学
内
保
育

園
で
の
科
学
実
験
で
は
、子
ど
も
た
ち

に
科
学
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
、毎
年

工
夫
を
凝
ら
す
。
こ
う
し
た
活
動
に

よ
り
２
０
１
２
年
に
は
総
長
顕
彰
も

受
賞
し
た
。

　

名
古
屋
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

期
間
中
に
開
催
す
る
「
女
子
中
高
生
理

系
進
学
推
進
セ
ミ
ナ
ー
・
若
手
女
性
研

究
者
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
、

理
系
進
学
志
望
の
女
子
中
高
生
の
進
路

相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

理
系
人
と
し
て
の
進
路
を
考
え
よ
う

と
、
男
女
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
企
画

と
し
て
開
催
し
た
「
理
系
人
の
人
生
ガ

イ
ド
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、
学
内
教
員
に
、

日
頃
な
か
な
か
聞
く
機
会
の
な
い
職
業

観
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
つ
い
て
聞

く
こ
と
が
で
き
、
好
評
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
模
様
は
、
あ
か
り

ん
ご
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
紹
介
し

て
い
る
。（http://acalingo.jim

do.

com
/

）

　

お
茶
の
水
女
子
大
学
公
認
サ
ー
ク
ル

「O
chas

（
オ
チ
ャ
ス
）」が
、
区
の
協

力
に
よ
り
、
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
開
発
し
た
お
菓
子
が
発
売
さ
れ

た
。O

chas

は
、
お
茶
の
水
女
子
大

学
生
活
科
学
部
食
物
栄
養
学
科
の
学
生

を
中
心
と
す
る
約
１
２
０
名
が
所
属
す

る
サ
ー
ク
ル
。「
食
」「
栄
養
」「
お
い
し

さ
」と
い
っ
た
授
業
で
学
習
し
た
こ
と

を
実
践
に
移
す
場
を
求
め
て
、「『
食
べ

る
幸
せ
』を
届
け
る
」を
テ
ー
マ
に
、
複

数
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
学
内
外
で
積

極
的
に
商
品
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
回
は
そ
の
中
の
「
お
み
や
げ
チ
ー

ム
」が
、
大
学
の
お
土
産
と
し
て
販
売

す
る
商
品
の
開
発
に
着
手
。
地
元
に
根

付
い
た
企
業
へ
の
製
造
委
託
を
考
え
、

連
携
す
る
企
業
の
選
定
協
力
を
大
学
の

あ
る
文
京
区
に
依
頼
。
文
京
区
経
済
課

の
助
力
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
同
区

内
に
本
社
の
あ
る
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー

「
不
二
家
」と
の
共
同
開
発
が
決
定
し
た
。

　

コ
ラ
ボ
開
始
は
２
０
１
４
年
夏
。

O
chas

メ
ン
バ
ー
の
企
画
書
を
基
に
、

「
お
土
産
と
し
て
販
売
す
る
の
で
日
持

ち
の
す
る
お
菓
子
が
良
い
」、「
学
生
や

大
学
ス
タ
ッ
フ
が
買
い
た
い
と
思
う
品

質
や
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
い
」と
い
っ
た

メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
打
合

せ
と
試
作
を
重
ね
、
３
ヶ
月
後
、
抹
茶

入
り
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
「
２
層
の
贅
沢

バ
ウ
ム
～
お
茶
の
水
仕
立
て
～
」が
完

成
し
た
。

　

お
披
露
目
は
２
０
１
４
年
11
月
の
学

園
祭
で
、
販
売
開
始
わ
ず
か
１
時
間

で
完
売
。
現
在
は
大
学
生
協
と
不
二

家
本
社
の
ニ
ュ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
店
舗

「O
TO

W
A

 FU
JIY

A

」の
み
で
販
売

さ
れ
て
い
る
、
非
常
に
レ
ア
な
お
土
産

だ
。
こ
う
し
たO

chas

の
活
動
は
学

内
か
ら
学
外
に
向
け
て
広
が
っ
て
お
り
、

情
報
発
信
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も『
食
べ
る
幸
せ
』を
提
供
す

るO
chas

の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。

　

福
岡
教
育
大
学
教
育
学
部
初
等
教
育

教
員
養
成
課
程
美
術
選
修
３
年
の
赤
澤

加
奈
さ
ん
は
、
２
０
１
５
年
ロ
ン
ド
ン

で
開
催
さ
れ
た
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

競
技
「
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
」の
世
界
大
会

「
W
F
D
F
2
0
1
5
世
界
U
ー

23
ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
選
手
権
大
会
」に
、
日
本

代
表
と
し
て
出
場
。
長
身
を
生
か
し
た

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
主
力
選
手
と
し
て
全

試
合
に
出
場
し
、
日
本
チ
ー
ム
の
優
勝

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
前
回
大
会
で
準

優
勝
に
終
わ
っ
た
日
本
チ
ー
ム
に
と
っ

て
、
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
だ
っ
た
。

　

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
は
、
審
判
を
置
か

ず
に
選
手
同
士
の
判
断
に
よ
る
セ
ル
フ

ジ
ャ
ッ
ジ
を
採
用
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
、「
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
」

と
い
う
紳
士
的
な
基
本
理
念
に
基
づ
く

競
技
。
小
学
６
年
の
時
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
の
浮
遊
感
に
魅
せ
ら
れ
た
の

が
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
を
始
め
た
き
っ
か

け
と
い
う
赤
澤
さ
ん
。
今
回
の
世
界
大

会
を
経
験
し
、「
勝
つ
こ
と
以
上
に
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
大
切
さ
、
ス

ポ
ー
ツ
は
世
界
を
繋
ぐ
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
学
び
、
世
界
各
国
の
選
手
と

友
人
に
な
れ
ま
し
た
」と
嬉
し
そ
う
に

語
っ
て
く
れ
た
。

　

２
０
２
４
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目

採
用
を
目
指
す
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
。
今

回
ア
ジ
ア
の
参
加
国
が
少
な
い
こ
と
を

痛
感
し
た
赤
澤
さ
ん
は
、
夏
季
休
業
を

利
用
し
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
携

え
、単
身
で
ア
ジ
ア
の
国
々
を
訪
れ
た
。

ラ
オ
ス
、カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
道
端
や
広
場

で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ

ト
を
教
え
、孤
児
院
に
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
を
贈
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。

　

将
来
は
小
学
校
の
教
員
を
目
指
す
赤

澤
さ
ん
だ
が
、
勉
学
に
励
む
傍
ら
競
技

を
続
け
、「
ア
ジ
ア
の
国
々
が
世
界
大
会

の
決
勝
で
対
戦
す
る
日
が
来
る
こ
と
を

夢
見
て
、こ
れ
か
ら
も
普
及
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。
今

後
も
、彼
女
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　

鳥
取
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
の

４
年
生
４
人
で
結
成
し
た
チ
ー
ム
「
Ｓ

Ｓ
カ
ル
テ
ッ
ト
」が
、「Japan Steel 

B
ridge C

om
petition

（
日
本
鋼
橋

模
型
製
作
コ
ン
ペ
）２
０
１
５
」で
総
合

部
門
優
勝
を
果
た
し
た
。
昨
年
度
も
同

学
科
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
お
り
、
２

年
連
続
優
勝
の
快
挙
だ
。

　

J
S
B
C
は
、
大
学
、
高
専
の
学
生

が
自
ら
橋
梁
の
設
計
・
製
作
と
架
設
を

行
う
コ
ン
ペ
で
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
経
験
し
、
設
計
・
製
作
技
術
や
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
、
人
脈
形
成
、
問

題
解
決
の
技
量
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
土
木
工
学
科
で
は
、
４
年

前
か
ら
有
志
の
学
生
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

J
S
B
C
に
参
加
。
コ
ン
ペ
の
面
白
さ
、

や
り
が
い
を
伝
え
聞
い
た
「
Ｓ
Ｓ
カ
ル

テ
ッ
ト
」は
、
先
輩
た
ち
の
取
組
を
参

考
に
、
授
業
や
研
究
の
空
き
時
間
を
利

用
し
て
コ
ン
ペ
に
備
え
た
。
解
析
ソ
フ

ト
に
頼
ら
ず
構
造
計
算
や
橋
梁
の
詳
細

設
計
や
製
図
に
取
り
組
み
、
橋
梁
部
材

の
加
工
や
製
作
は
学
内
の
も
の
づ
く
り

工
場
の
ス
タ
ッ
フ
や
チ
ー
ム
内
で
議
論

を
重
ね
、
架
設
作
業
は
よ
り
効
率
的
に

架
設
で
き
る
よ
う
、
何
度
も
練
習
し
た
。

「
勝
つ
た
め
に
チ
ー
ム
で
工
夫
を
重
ね
、

ア
イ
デ
ア
を
振
り
絞
る
。
意
欲
あ
る
メ

ン
バ
ー
で
や
っ
て
い
る
か
ら
そ
れ
も
楽

し
か
っ
た
で
す
」と
リ
ー
ダ
ー
の
中
村

雅
志
さ
ん
は
語
る
。

　

２
０
１
５
年
の
コ
ン
ペ
は
18
大
学
・

１
高
専
か
ら
20
チ
ー
ム
が
参
加
。「
Ｓ
Ｓ

カ
ル
テ
ッ
ト
」は
橋
梁
の
架
設
で
難
し

さ
も
経
験
し
た
が
、
見
事
に
優
勝
を
成

し
遂
げ
た
。「
チ
ー
ム
の
力
を
結
集
し
、

ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
」と
い
う
、
も

の
づ
く
り
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
た
。

　
「
知
識
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
力
や
現
場
感
覚
が
身
に

付
き
ま
し
た
。
机
上
だ
け
で
は
も
の
づ

く
り
は
成
立
し
な
い
で
す
ね
」と
語
る

メ
ン
バ
ー
。「
大
学
院
に
進
ん
で
も
参
加

す
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
や

る
気
の
あ
る
後
輩
が
現
れ
た
ら
、
こ
の

楽
し
さ
を
ぜ
ひ
伝
え
た
い
」と
目
を
輝

か
せ
て
い
た
。

名古屋大学／
あかりんご隊

学
生
と
企
業
が
お
菓
子
を
共
同
開
発
！ 

産
官
学
の
連
携
に
よ
り
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出

独
自
の
理
系
女
子
学
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
少
数
派
で
も
学
生
生
活
は
充
実
！

お茶の水女子大学／
O c h a s

チーム力で日本鋼橋模型製作
コンペ総合部門優勝！

鳥 取大学／
ＳＳカ ルテット

アルティメットの
世界大会で優勝！
夢はフライングディスクで
世界を繋ぐこと
福岡教育大学／
赤澤加奈 さん

産
学
官
連
携
で
完
成
し
た「
２
層
の
贅
沢
バ
ウ
ム
」。

架設作業に取り組む「SSカルテット」のメンバー。

世界大会の金メダルを胸に笑顔の赤澤さん。

今、学生は！
ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。
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子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
メ
ン
バ
ー
。

　

名
古
屋
大
学
の「
あ
か
り
ん
ご
隊
」は
、

理
系
の
中
で
少
数
派
に
な
り
が
ち
な
女

子
学
生
の
学
生
生
活
を
も
っ
と
充
実
さ

せ
た
い
、
と
い
う
声
か
ら
生
ま
れ
た
リ

ケ
ジ
ョ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
分
野
や
学

年
を
超
え
て
気
軽
に
話
し
た
り
、
悩
み

を
相
談
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
協

力
を
し
あ
っ
た
り
。
メ
ー
ル
で
の
情
報

交
換
に
留
ま
ら
ず
、
毎
月
の
ラ
ン
チ
会

で
は
活
動
を
支
援
す
る
技
術
職
員
や
男

女
共
同
参
画
室
の
教
員
も
加
わ
っ
て
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か

で
、
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

男
女
共
同
参
画
室
の
支
援
を
受
け

２
０
０
７
年
に
発
足
し
て
以
来
、毎
年

12
月
に
開
催
し
て
い
る
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ

交
流
会
で
は
、女
性
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
目
指
し
、様
々
な
フ
ィ
ー

ル
ド
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
を
講
師

に
招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施
。

ま
た
名
古
屋
市
科
学
館
で
開
催
さ
れ

る
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
や
学
内
保
育

園
で
の
科
学
実
験
で
は
、子
ど
も
た
ち

に
科
学
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
、毎
年

工
夫
を
凝
ら
す
。
こ
う
し
た
活
動
に

よ
り
２
０
１
２
年
に
は
総
長
顕
彰
も

受
賞
し
た
。

　

名
古
屋
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

期
間
中
に
開
催
す
る
「
女
子
中
高
生
理

系
進
学
推
進
セ
ミ
ナ
ー
・
若
手
女
性
研

究
者
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
、

理
系
進
学
志
望
の
女
子
中
高
生
の
進
路

相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

理
系
人
と
し
て
の
進
路
を
考
え
よ
う

と
、
男
女
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
企
画

と
し
て
開
催
し
た
「
理
系
人
の
人
生
ガ

イ
ド
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、
学
内
教
員
に
、

日
頃
な
か
な
か
聞
く
機
会
の
な
い
職
業

観
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
つ
い
て
聞

く
こ
と
が
で
き
、
好
評
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
模
様
は
、
あ
か
り

ん
ご
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
紹
介
し

て
い
る
。（http://acalingo.jim

do.

com
/

）

　

お
茶
の
水
女
子
大
学
公
認
サ
ー
ク
ル

「O
chas

（
オ
チ
ャ
ス
）」が
、
区
の
協

力
に
よ
り
、
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
開
発
し
た
お
菓
子
が
発
売
さ
れ

た
。O

chas

は
、
お
茶
の
水
女
子
大

学
生
活
科
学
部
食
物
栄
養
学
科
の
学
生

を
中
心
と
す
る
約
１
２
０
名
が
所
属
す

る
サ
ー
ク
ル
。「
食
」「
栄
養
」「
お
い
し

さ
」と
い
っ
た
授
業
で
学
習
し
た
こ
と

を
実
践
に
移
す
場
を
求
め
て
、「『
食
べ

る
幸
せ
』を
届
け
る
」を
テ
ー
マ
に
、
複

数
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
学
内
外
で
積

極
的
に
商
品
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
回
は
そ
の
中
の
「
お
み
や
げ
チ
ー

ム
」が
、
大
学
の
お
土
産
と
し
て
販
売

す
る
商
品
の
開
発
に
着
手
。
地
元
に
根

付
い
た
企
業
へ
の
製
造
委
託
を
考
え
、

連
携
す
る
企
業
の
選
定
協
力
を
大
学
の

あ
る
文
京
区
に
依
頼
。
文
京
区
経
済
課

の
助
力
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
同
区

内
に
本
社
の
あ
る
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー

「
不
二
家
」と
の
共
同
開
発
が
決
定
し
た
。

　

コ
ラ
ボ
開
始
は
２
０
１
４
年
夏
。

O
chas

メ
ン
バ
ー
の
企
画
書
を
基
に
、

「
お
土
産
と
し
て
販
売
す
る
の
で
日
持

ち
の
す
る
お
菓
子
が
良
い
」、「
学
生
や

大
学
ス
タ
ッ
フ
が
買
い
た
い
と
思
う
品

質
や
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
い
」と
い
っ
た

メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
打
合

せ
と
試
作
を
重
ね
、
３
ヶ
月
後
、
抹
茶

入
り
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
「
２
層
の
贅
沢

バ
ウ
ム
～
お
茶
の
水
仕
立
て
～
」が
完

成
し
た
。

　

お
披
露
目
は
２
０
１
４
年
11
月
の
学

園
祭
で
、
販
売
開
始
わ
ず
か
１
時
間

で
完
売
。
現
在
は
大
学
生
協
と
不
二

家
本
社
の
ニ
ュ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
店
舗

「O
TO

W
A

 FU
JIY

A

」の
み
で
販
売

さ
れ
て
い
る
、
非
常
に
レ
ア
な
お
土
産

だ
。
こ
う
し
たO

chas

の
活
動
は
学

内
か
ら
学
外
に
向
け
て
広
が
っ
て
お
り
、

情
報
発
信
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も『
食
べ
る
幸
せ
』を
提
供
す

るO
chas

の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。

　

福
岡
教
育
大
学
教
育
学
部
初
等
教
育

教
員
養
成
課
程
美
術
選
修
３
年
の
赤
澤

加
奈
さ
ん
は
、
２
０
１
５
年
ロ
ン
ド
ン

で
開
催
さ
れ
た
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

競
技
「
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
」の
世
界
大
会

「
W
F
D
F
2
0
1
5
世
界
U
ー

23
ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
選
手
権
大
会
」に
、
日
本

代
表
と
し
て
出
場
。
長
身
を
生
か
し
た

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
主
力
選
手
と
し
て
全

試
合
に
出
場
し
、
日
本
チ
ー
ム
の
優
勝

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
前
回
大
会
で
準

優
勝
に
終
わ
っ
た
日
本
チ
ー
ム
に
と
っ

て
、
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
だ
っ
た
。

　

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
は
、
審
判
を
置
か

ず
に
選
手
同
士
の
判
断
に
よ
る
セ
ル
フ

ジ
ャ
ッ
ジ
を
採
用
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
、「
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
」

と
い
う
紳
士
的
な
基
本
理
念
に
基
づ
く

競
技
。
小
学
６
年
の
時
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
の
浮
遊
感
に
魅
せ
ら
れ
た
の

が
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
を
始
め
た
き
っ
か

け
と
い
う
赤
澤
さ
ん
。
今
回
の
世
界
大

会
を
経
験
し
、「
勝
つ
こ
と
以
上
に
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
大
切
さ
、
ス

ポ
ー
ツ
は
世
界
を
繋
ぐ
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
学
び
、
世
界
各
国
の
選
手
と

友
人
に
な
れ
ま
し
た
」と
嬉
し
そ
う
に

語
っ
て
く
れ
た
。

　

２
０
２
４
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目

採
用
を
目
指
す
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
。
今

回
ア
ジ
ア
の
参
加
国
が
少
な
い
こ
と
を

痛
感
し
た
赤
澤
さ
ん
は
、
夏
季
休
業
を

利
用
し
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
携

え
、単
身
で
ア
ジ
ア
の
国
々
を
訪
れ
た
。

ラ
オ
ス
、カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
道
端
や
広
場

で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ

ト
を
教
え
、孤
児
院
に
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
を
贈
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。

　

将
来
は
小
学
校
の
教
員
を
目
指
す
赤

澤
さ
ん
だ
が
、
勉
学
に
励
む
傍
ら
競
技

を
続
け
、「
ア
ジ
ア
の
国
々
が
世
界
大
会

の
決
勝
で
対
戦
す
る
日
が
来
る
こ
と
を

夢
見
て
、こ
れ
か
ら
も
普
及
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。
今

後
も
、彼
女
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　

鳥
取
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
の

４
年
生
４
人
で
結
成
し
た
チ
ー
ム
「
Ｓ

Ｓ
カ
ル
テ
ッ
ト
」が
、「Japan Steel 

B
ridge C

om
petition

（
日
本
鋼
橋

模
型
製
作
コ
ン
ペ
）２
０
１
５
」で
総
合

部
門
優
勝
を
果
た
し
た
。
昨
年
度
も
同

学
科
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
お
り
、
２

年
連
続
優
勝
の
快
挙
だ
。

　

J
S
B
C
は
、
大
学
、
高
専
の
学
生

が
自
ら
橋
梁
の
設
計
・
製
作
と
架
設
を

行
う
コ
ン
ペ
で
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
経
験
し
、
設
計
・
製
作
技
術
や
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
、
人
脈
形
成
、
問

題
解
決
の
技
量
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
土
木
工
学
科
で
は
、
４
年

前
か
ら
有
志
の
学
生
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

J
S
B
C
に
参
加
。
コ
ン
ペ
の
面
白
さ
、

や
り
が
い
を
伝
え
聞
い
た
「
Ｓ
Ｓ
カ
ル

テ
ッ
ト
」は
、
先
輩
た
ち
の
取
組
を
参

考
に
、
授
業
や
研
究
の
空
き
時
間
を
利

用
し
て
コ
ン
ペ
に
備
え
た
。
解
析
ソ
フ

ト
に
頼
ら
ず
構
造
計
算
や
橋
梁
の
詳
細

設
計
や
製
図
に
取
り
組
み
、
橋
梁
部
材

の
加
工
や
製
作
は
学
内
の
も
の
づ
く
り

工
場
の
ス
タ
ッ
フ
や
チ
ー
ム
内
で
議
論

を
重
ね
、
架
設
作
業
は
よ
り
効
率
的
に

架
設
で
き
る
よ
う
、
何
度
も
練
習
し
た
。

「
勝
つ
た
め
に
チ
ー
ム
で
工
夫
を
重
ね
、

ア
イ
デ
ア
を
振
り
絞
る
。
意
欲
あ
る
メ

ン
バ
ー
で
や
っ
て
い
る
か
ら
そ
れ
も
楽

し
か
っ
た
で
す
」と
リ
ー
ダ
ー
の
中
村

雅
志
さ
ん
は
語
る
。

　

２
０
１
５
年
の
コ
ン
ペ
は
18
大
学
・

１
高
専
か
ら
20
チ
ー
ム
が
参
加
。「
Ｓ
Ｓ

カ
ル
テ
ッ
ト
」は
橋
梁
の
架
設
で
難
し

さ
も
経
験
し
た
が
、
見
事
に
優
勝
を
成

し
遂
げ
た
。「
チ
ー
ム
の
力
を
結
集
し
、

ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
」と
い
う
、
も

の
づ
く
り
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
た
。

　
「
知
識
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
力
や
現
場
感
覚
が
身
に

付
き
ま
し
た
。
机
上
だ
け
で
は
も
の
づ

く
り
は
成
立
し
な
い
で
す
ね
」と
語
る

メ
ン
バ
ー
。「
大
学
院
に
進
ん
で
も
参
加

す
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
や

る
気
の
あ
る
後
輩
が
現
れ
た
ら
、
こ
の

楽
し
さ
を
ぜ
ひ
伝
え
た
い
」と
目
を
輝

か
せ
て
い
た
。

名古屋大学／
あかりんご隊

学
生
と
企
業
が
お
菓
子
を
共
同
開
発
！ 

産
官
学
の
連
携
に
よ
り
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出

独
自
の
理
系
女
子
学
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
少
数
派
で
も
学
生
生
活
は
充
実
！

お茶の水女子大学／
O c h a s

チーム力で日本鋼橋模型製作
コンペ総合部門優勝！

鳥取大学／
ＳＳカルテット

アルティメットの
世界大会で優勝！
夢はフライングディスクで
世界を繋ぐこと
福岡教育大学／
赤澤加奈 さん

産
学
官
連
携
で
完
成
し
た「
２
層
の
贅
沢
バ
ウ
ム
」。

架設作業に取り組む「SSカルテット」のメンバー。

世界大会の金メダルを胸に笑顔の赤澤さん。

今、学生は！
ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。
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